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第 5 章　　トンネル工
※土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。
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３－７－２ 機械損料の補正等 

トンネル掘削工において，トンネル専用機ではないホイールローダ・バックホウ（大型ブレーカ用

ベースマシン含む），トンネル専用機及び建設専用は除くダンプトラックを使用する場合は機械損料

の補正を行うものとし，トンネルの岩区分による補正割増は，次表とする。 

表３．６ 機械損料の補正 

岩 区 分 機械損料割増 岩 分 類

ＣⅠ・ＣⅡ 25％ 中硬岩 

ＤⅠ 25％ 軟岩( Ⅱ ) 

ＤⅡ 
25％ 軟岩( Ⅱ ) 

－ 軟岩( Ⅰ ) 

ＤⅢ －

 (注)１．土量変化率は，「第Ⅱ編第１章①土量変化率等」による。 

２．トンネル内における機械損料の割増しは上表のとおりとし，掘削土仮置き以降

の機械損料の割増については，「第Ⅱ編第１章土工①土量変化率等」による。 

３．岩区分ＤⅡの岩分類の判定にあたっては，岩の性状により決定するものとする。 

 ３－７－３ 機械賃料の補正等 

トンネル工事対応の下記機械を使用する場合は，次表に示す数値を乗じて得た額とする。

表３．７ 機械賃料の補正 

機 械 名 規 格
基礎価格に 

乗ずる率 
摘 要 

振動ローラ 

（トンネル工事対応）搭乗・コンバインド式

・排出ガス対策型（第２次基準値）・低騒音型

・運転質量３～４t

1.23 賃 料 

３－８ 工事用仮設備 

３－８－１ 吹付プラント設備 

吹付プラント設備の機種・規格は，次表を標準とする。 

表３．８ 機種の選定 

機   種 規  格 単 位 数 量

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/ｈ 基 1 

骨 材 ホ ッ パ 15 ㎥ ×３ 〃 1 

コンクリートプラント
（バッチ型・定置式） 

25 ㎥ ／ｈ（一括練混ぜ方式） 
〃 1 

〃 
（バッチ型・定置式） 

25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式） 
〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。 

２．現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規格を別途考慮する。 

３．セメントサイロ，骨材ホッパ，コンクリートプラントは，損料とする。 

コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式）25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式）の供用 1 日あた

り損料額は 38,400 円を標準とする。 

３－８－２ 電力設備 

(１) 施工に必要な負荷設備に対応出来る必要電力を決定する。

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。

３－８－３ 照明設備 

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を５ⅿ 間隔に片側のみ設置するものを標準とする。また，切羽照明は 500 

Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半４個，下半２個），覆工４個を標準とする。 

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。 

Ⅳ-5-①-16 

３－７－２ 機械損料の補正等

トンネル掘削工において，トンネル専用機ではないホイールローダ・バックホウ（大型ブレーカ用

ベースマシン含む），トンネル専用機及び建設専用は除くダンプトラックを使用する場合は機械損料

の補正を行うものとし，トンネルの岩区分による補正割増は，次表とする。

表３．６ 機械損料の補正

岩 区 分 機械損料割増 岩 分 類

ＣⅠ・ＣⅡ 25％ 中硬岩

ＤⅠ 25％ 軟岩( Ⅱ ) 

ＤⅡ
25％ 軟岩( Ⅱ ) 

－ 軟岩( Ⅰ ) 

ＤⅢ －

(注)１．土量変化率は，「第Ⅱ編第１章①土量変化率等」による。

２．トンネル内における機械損料の割増しは上表のとおりとし，掘削土仮置き以降

の機械損料の割増については，「第Ⅱ編第１章土工①土量変化率等」による。

３．岩区分ＤⅡの岩分類の判定にあたっては，岩の性状により決定するものとする。

３－７－３ 機械賃料の補正等

トンネル工事対応の下記機械を使用する場合は，次表に示す数値を乗じて得た額とする。

表３．７ 機械賃料の補正

機 械 名 規 格
基礎価格に

乗ずる率
摘 要

振動ローラ

（トンネル工事対応）搭乗・コンバインド式

・排出ガス対策型（第２次基準値）・低騒音型

・運転質量３～４t

1.23 賃 料

３－８ 工事用仮設備

３－８－１ 吹付プラント設備

吹付プラント設備の機種・規格は，次表を標準とする。

表３．８ 機種の選定

機   種 規  格 単 位 数 量

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/ｈ 基 1 

骨 材 ホ ッ パ 15 ㎥ ×３ 〃 1 

コンクリートプラント
（バッチ型・定置式）

25 ㎥ ／ｈ（一括練混ぜ方式）
〃 1 

〃
（バッチ型・定置式）

25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式）
〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。

２．現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規格を別途考慮する。

３．セメントサイロ，骨材ホッパ，コンクリートプラントは，損料とする。

コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式）25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式）の供用 1 日あた

り損料額は 38,400 円を標準とする。

３－８－２ 電力設備

(１) 施工に必要な負荷設備に対応出来る必要電力を決定する。

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。

３－８－３ 照明設備

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を５ⅿ 間隔に片側のみ設置するものを標準とする。また，切羽照明は 500

Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半４個，下半２個），覆工４個を標準とする。

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。
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３－７－２ 機械損料の補正等 

トンネル掘削工において，トンネル専用機ではないホイールローダ・バックホウ（大型ブレーカ用

ベースマシン含む），トンネル専用機及び建設専用は除くダンプトラックを使用する場合は機械損料

の補正を行うものとし，トンネルの岩区分による補正割増は，次表とする。 

表３．６ 機械損料の補正 

岩 区 分 機械損料割増 岩 分 類

ＣⅠ・ＣⅡ 25％ 中硬岩 

ＤⅠ 25％ 軟岩( Ⅱ ) 

ＤⅡ 
25％ 軟岩( Ⅱ ) 

－ 軟岩( Ⅰ ) 

ＤⅢ －

 (注)１．土量変化率は，「第Ⅱ編第１章①土量変化率等」による。 

２．トンネル内における機械損料の割増しは上表のとおりとし，掘削土仮置き以降

の機械損料の割増については，「第Ⅱ編第１章土工①土量変化率等」による。 

３．岩区分ＤⅡの岩分類の判定にあたっては，岩の性状により決定するものとする。 

 ３－７－３ 機械賃料の補正等 

トンネル工事対応の下記機械を使用する場合は，次表に示す数値を乗じて得た額とする。

表３．７ 機械賃料の補正 

機 械 名 規 格
基礎価格に 

乗ずる率 
摘 要 

振動ローラ 

（トンネル工事対応）搭乗・コンバインド式

・排出ガス対策型（第２次基準値）・低騒音型

・運転質量３～４t
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３－８ 工事用仮設備 

３－８－１ 吹付プラント設備 

吹付プラント設備の機種・規格は，次表を標準とする。 

表３．８ 機種の選定 

機   種 規  格 単 位 数 量

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/ｈ 基 1 

骨 材 ホ ッ パ 15 ㎥ ×３ 〃 1 

コンクリートプラント
（バッチ型・定置式） 

25 ㎥ ／ｈ（一括練混ぜ方式） 
〃 1 

〃 
（バッチ型・定置式） 

25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式） 
〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。 

２．現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規格を別途考慮する。 

３．セメントサイロ，骨材ホッパ，コンクリートプラントは，損料とする。 

コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式）25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式）の供用 1 日あた

り損料額は 38,400 円を標準とする。 

３－８－２ 電力設備 

(１) 施工に必要な負荷設備に対応出来る必要電力を決定する。

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。

３－８－３ 照明設備 

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を５ⅿ 間隔に片側のみ設置するものを標準とする。また，切羽照明は 500 

Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半４個，下半２個），覆工４個を標準とする。 

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。 
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３－７－２ 機械損料の補正等

トンネル掘削工において，トンネル専用機ではないホイールローダ・バックホウ（大型ブレーカ用

ベースマシン含む），トンネル専用機及び建設専用は除くダンプトラックを使用する場合は機械損料

の補正を行うものとし，トンネルの岩区分による補正割増は，次表とする。

表３．６ 機械損料の補正

岩 区 分 機械損料割増 岩 分 類

ＣⅠ・ＣⅡ 25％ 中硬岩

ＤⅠ 25％ 軟岩( Ⅱ ) 

ＤⅡ
25％ 軟岩( Ⅱ ) 

－ 軟岩( Ⅰ ) 

ＤⅢ －

(注)１．土量変化率は，「第Ⅱ編第１章①土量変化率等」による。

２．トンネル内における機械損料の割増しは上表のとおりとし，掘削土仮置き以降

の機械損料の割増については，「第Ⅱ編第１章土工①土量変化率等」による。

３．岩区分ＤⅡの岩分類の判定にあたっては，岩の性状により決定するものとする。

３－７－３ 機械賃料の補正等

トンネル工事対応の下記機械を使用する場合は，次表に示す数値を乗じて得た額とする。

表３．７ 機械賃料の補正

機 械 名 規 格
基礎価格に

乗ずる率
摘 要

振動ローラ

（トンネル工事対応）搭乗・コンバインド式

・排出ガス対策型（第２次基準値）・低騒音型

・運転質量３～４t

1.23 賃 料

３－８ 工事用仮設備

３－８－１ 吹付プラント設備

吹付プラント設備の機種・規格は，次表を標準とする。

表３．８ 機種の選定

機   種 規  格 単 位 数 量

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/ｈ 基 1 

骨 材 ホ ッ パ 15 ㎥ ×３ 〃 1 

コンクリートプラント
（バッチ型・定置式）

25 ㎥ ／ｈ（一括練混ぜ方式）
〃 1 

〃
（バッチ型・定置式）

25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式）
〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。

２．現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規格を別途考慮する。

３．セメントサイロ，骨材ホッパ，コンクリートプラントは，損料とする。

コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式）25 ㎥ ／ｈ（分割練混ぜ方式）の供用 1 日あた

り損料額は 38,400 円を標準とする。

３－８－２ 電力設備

(１) 施工に必要な負荷設備に対応出来る必要電力を決定する。

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。

３－８－３ 照明設備

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を５ⅿ 間隔に片側のみ設置するものを標準とする。また，切羽照明は 500

Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半４個，下半２個），覆工４個を標準とする。

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。

しは，次表を標準とする。

機　械　名

②  404



② 403② 403 Ⅳ−5−①−17

②  403②  403 Ⅳ−5−①−17

②  402②  402 Ⅳ−5−①−16

機　 械 　名

機　 械 　名

②  405



② 404② 404 Ⅳ−5−①−18 ②  404②  404 Ⅳ−5−①−18②  406



② 405② 405 Ⅳ−5−①−19 ②  405②  405 Ⅳ−5−①−19 ②  407



② 406② 406 Ⅳ−5−①−20 ②  406②  406 Ⅳ−5−①−20②  408



② 407② 407 Ⅳ−5−①−21 ②  407②  407 Ⅳ−5−①−21 ②  409



②  408②  408 Ⅳ−5−①−22 ②  408②  408 Ⅳ−5−①−22②  410



② 409② 409 Ⅳ−5−①−23 ②  409②  409 Ⅳ−5−①−23 ②  411



② 410② 410 Ⅳ−5−①−24 ②  410②  410 Ⅳ−5−①−24②  412



② 411② 411 Ⅳ−5−①−25 ②  411②  411 Ⅳ−5−①−25 ②  413



② 412② 412 Ⅳ−5−①−26 ②  412②  412 Ⅳ−5−①−26②  414



② 413② 413 Ⅳ−5−①−27 ②  413②  413 Ⅳ−5−①−27 ②  415



② 414② 414 Ⅳ−5−①−28 ②  414②  414 Ⅳ−5−①−28②  416



② 415② 415 Ⅳ−5−①−29 ②  415②  415 Ⅳ−5−①−29 ②  417



② 416② 416 Ⅳ−5−①−30 ②  416②  416 Ⅳ−5−①−30

Ⅳ-5-①-30 

２) 材料の諸雑費

諸雑費は，金網工における金網（JIS－Ｇ－3551（溶接金網）150×150×φ５，2.13 ㎏／㎡），ラップ

ロス，止め金具等の費用，瞬発雷管，鋼製支保工におけるＨ形鋼（Ｒ止まり），継手板・底版，及びボル

ト・ナット，継材，さや管，加工費（溶接・穴開け）等の費用であり，掘削等作業における材料費の合

計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

表４．16 （掘削等）諸雑費（その他材料）  「通常断面」 

（％／（トンネル延長）1ⅿ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 摘

要 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

ＣⅡ 

設計掘削断面積（㎡） 

50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

ＤⅠ 

上半 

設計掘削断面積（㎡） 

必
要
な
断
面
積
を
上
下
半
各
々
に
計
上
す
る。 

40 45 50 55 60 65 70 75 

9 9 9 10 10 10 10 10 

下半 

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

12 12 11 10 10 9 

ＤⅡ 

上半 

設計掘削断面積（㎡） 

40 45 50 55 60 65 70 75 

8 8 8 8 9 9 9 9 

下半 

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

19 16 14 12 11 10 

ＤⅢ 

上半 

設計掘削断面積（㎡） 

40 45 50 55 60 65 70 75 

6 6 6 6 6 6 5 5 

下半 

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

15 14 13 12 11 10 

表４．17 （掘削等）諸雑費（その他材料）  「大断面」 

（％／（トンネル延長）1ⅿ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 摘

要 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 

ＣⅠ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

ＣⅡ 

設計掘削断面積（㎡） 

70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

ＤⅠ 

上半 

設計掘削断面積（㎡） 

必
要
な
断
面
積
を
上
下
半
各
々
に
計
上
す
る。 

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 

8 8 8 8 9 9 9 9 9 9 9 

下半 

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

13 10 9 8 8 7 7 6 6 

ＤⅡ 

上半 

設計掘削断面積（㎡） 

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 

7 7 7 7 7 7 7 8 8 8 8 

下半 

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

18 12 11 9 9 7 7 6 6 

ＤⅢ 

上半 

設計掘削断面積（㎡） 

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 

6 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

下半 

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

16 12 11 10 10 8 8 7 7 

・タイロッド，加工費（溶接・穴開け）等の費用であり，掘削等作業におけ

る材料費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。

②  418



② 417② 417 Ⅳ−5−①−31 ②  417②  417 Ⅳ−5−①−31 ②  419



② 418② 418 Ⅳ−5−①−32 ②  418②  418 Ⅳ−5−①−32②  420



② 419② 419 Ⅳ−5−①−33 ②  419②  419 Ⅳ−5−①−33 ②  421



② 420② 420 Ⅳ−5−①−34 ②  420②  420 Ⅳ−5−①−34②  422



② 421② 421 Ⅳ−5−①−35 ②  421②  421 Ⅳ−5−①−35 ②  423



② 422② 422 Ⅳ−5−①−36 ②  422②  422 Ⅳ−5−①−36②  424



② 423② 423 Ⅳ−5−①−37 ②  423②  423 Ⅳ−5−①−37 ②  425



② 424② 424 Ⅳ−5−①−38 ②  424②  424 Ⅳ−5−①−38②  426



② 425② 425 Ⅳ−5−①−39 ②  425②  425 Ⅳ−5−①−39 ②  427



② 426② 426 Ⅳ−5−①−40 ②  426②  426 Ⅳ−5−①−40②  428



② 427② 427 Ⅳ−5−①−41 ②  427②  427 Ⅳ−5−①−41 ②  429



② 428② 428 Ⅳ−5−①−42 ②  428②  428 Ⅳ−5−①−42.②  430



② 429② 429 Ⅳ−5−①−43 ②  429②  429 Ⅳ−5−①−43 ②  431



② 430② 430 Ⅳ−5−①−44 ②  430②  430 Ⅳ−5−①−44②  432



② 431② 431 Ⅳ−5−①−45 ②  431②  431 Ⅳ−5−①−45 ②  433



② 432② 432 Ⅳ−5−①−46 ② 432②  432 Ⅳ−5−①−46

Ⅳ-5-①-46 

４－２－３ 鋼製支保工

(１) 鋼製支保工の使用材料

鋼製支保工の使用材料は，次表を標準とする。

表４．51 鋼製支保工の使用材料 「通常断面」

岩区分
名 称 CⅡ DⅠ DⅡ DⅢ

H 形 鋼 ( 上 半 ) H-125×125×6.5×9
n＝2

H-125×125×6.5×9
n＝2

H-150×150×7×10
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

継 手 板 ( 天 端 ) PL-155×180×9 
n＝2

PL-155×180×9 
n＝2

PL-180×180×9 
n＝2 

PL-230×230×16 
n＝2 

継 手 板 ― PL-155×180×9 
n＝4

PL-180×180×9 
n＝4 

PL-230×230×16 
n＝4 

H 形 鋼 ( 下 半 ) ― H-125×125×6.5×9
n＝2

H-150×150×7×10
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

底 板 PL-230×180×16 
n＝2

PL-230×230×16 
n＝2

PL-250×250×16 
n＝2 

PL-300×300×19 
n＝2 

表４．52 鋼製支保工の使用材料 「大断面」

岩区分
名 称 CⅡ DⅠ DⅡ DⅢ

H 形 鋼 ( 上 半 ) H-150×150×7×10
n＝2

H-150×150×7×10
n＝2

H-200×200×8×12
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

継 手 板 ( 天 端 ) PL-180×180×9 
n＝2

PL-180×180×9 
n＝2

PL-230×230×16 
n＝2 

PL-230×230×16 
n＝2 

継 手 板 ― PL-180×180×9 
n＝4

PL-230×230×16 
n＝4 

PL-230×230×16 
n＝4 

H 形 鋼 ( 下 半 ) ― H-150×150×7×10
n＝2

H-200×200×8×12
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

底 板 PL-180×180×16 
n＝2

PL-250×250×16 
n＝2

PL-300×300×19 
n＝2 

PL-300×300×19 
n＝2 

(２) 鋼製支保工の使用量

鋼製支保工の使用量は，次表を標準とする。

表４．53 Ｈ形鋼支保工「通常断面」

規格：SS400 Ｈ－125                           （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅡ 0.292 0.305 0.315 0.327 0.339 0.351 0.363 0.375 0.385 0.398

ＤⅠ

上半

設計掘削断面積（㎡） 
必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.370 0.390 0.410 0.430 0.450 0.470 0.490 0.510

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

0.058 0.073 0.087 0.102 0.116 0.131

表４．54 Ｈ形鋼支保工「通常断面」

規格：SS400 Ｈ－150 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75 

ＤⅡ

上半 0.488 0.517 0.542 0.570 0.595 0.624 0.649 0.677 必要な断
面積を上
下半各々
に計上す
る。 

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

0.066 0.085 0.107 0.126 0.148 0.167

Ⅳ-5-①-46 

４－２－３ 鋼製支保工

(１) 鋼製支保工の使用材料

鋼製支保工の使用材料は，次表を標準とする。

表４．51 鋼製支保工の使用材料 「通常断面」

岩区分
名 称 CⅡ DⅠ DⅡ DⅢ

H 形 鋼 ( 上 半 ) H-125×125×6.5×9
n＝2

H-125×125×6.5×9
n＝2

H-150×150×7×10
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

継 手 板 ( 天 端 ) PL-155×180×9 
n＝2

PL-155×180×9 
n＝2

PL-180×180×9 
n＝2 

PL-230×230×16 
n＝2 

継 手 板 ― PL-155×180×9 
n＝4

PL-180×180×9 
n＝4 

PL-230×230×16 
n＝4 

H 形 鋼 ( 下 半 ) ― H-125×125×6.5×9
n＝2

H-150×150×7×10
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

底 板 PL-230×180×16 
n＝2

PL-230×230×16 
n＝2

PL-250×250×16 
n＝2 

PL-300×300×19 
n＝2 

表４．52 鋼製支保工の使用材料 「大断面」

岩区分
名 称 CⅡ DⅠ DⅡ DⅢ

H 形 鋼 ( 上 半 ) H-150×150×7×10
n＝2

H-150×150×7×10
n＝2

H-200×200×8×12
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

継 手 板 ( 天 端 ) PL-180×180×9 
n＝2

PL-180×180×9 
n＝2

PL-230×230×16 
n＝2 

PL-230×230×16 
n＝2 

継 手 板 ― PL-180×180×9 
n＝4

PL-230×230×16 
n＝4 

PL-230×230×16 
n＝4 

H 形 鋼 ( 下 半 ) ― H-150×150×7×10
n＝2

H-200×200×8×12
n＝2 

H-200×200×8×12
n＝2 

底 板 PL-180×180×16 
n＝2

PL-250×250×16 
n＝2

PL-300×300×19 
n＝2 

PL-300×300×19 
n＝2 

(２) 鋼製支保工の使用量

鋼製支保工の使用量は，次表を標準とする。

表４．53 Ｈ形鋼支保工「通常断面」

規格：SS400 Ｈ－125                           （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅡ 0.292 0.305 0.315 0.327 0.339 0.351 0.363 0.375 0.385 0.398

ＤⅠ

上半

設計掘削断面積（㎡） 
必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

40 45 50 55 60 65 70 75 

0.370 0.390 0.410 0.430 0.450 0.470 0.490 0.510

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

0.058 0.073 0.087 0.102 0.116 0.131

表４．54 Ｈ形鋼支保工「通常断面」

規格：SS400 Ｈ－150 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75 

ＤⅡ

上半 0.488 0.517 0.542 0.570 0.595 0.624 0.649 0.677 必要な断
面積を上
下半各々
に計上す
る。 

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

0.066 0.085 0.107 0.126 0.148 0.167

②  434



② 433② 433 Ⅳ−5−①−47 ② 433② 433 Ⅳ−5−①−47

Ⅳ-5-①-47 

表４．55 Ｈ形鋼支保工「通常断面」

規格：SS400 Ｈ－200                           （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75 

ＤⅢ

上半 0.764 0.803 0.843 0.888 0.928 0.968 1.008 1.053 必 要 な
断 面 積
を 上 下
半 各 々
に 計 上
する。

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

0.100 0.135 0.170 0.205 0.235 0.270

表４．56 Ｈ形鋼支保工「大断面」

規格：SS400 Ｈ－150 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅡ 0.462 0.476 0.489 0.502 0.515 0.530 0.544 0.557 0.570 0.583 0.596 0.609 0.622

ＤⅠ

上半

設計掘削断面積（㎡） 
必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

0.605 0.629 0.652 0.674 0.696 0.720 0.743 0.767 0.790 0.813 0.835

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.071 0.095 0.118 0.140 0.162 0.186 0.209 0.233 0.257

表４．57 Ｈ形鋼支保工「大断面」

規格：SS400 Ｈ－200 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

ＤⅡ

上半 0.976 1.014 1.051 1.086 1.121 1.159 1.196 1.233 1.270 1.305 1.340

必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.128 0.166 0.203 0.238 0.273 0.310 0.347 0.385 0.422

ＤⅢ

上半

設計掘削断面積（㎡） 

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

0.976 1.014 1.051 1.086 1.121 1.159 1.196 1.233 1.270 1.305 1.340

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.128 0.166 0.203 0.238 0.273 0.310 0.347 0.385 0.422

Ⅳ-5-①-47 

表４．55 Ｈ形鋼支保工「通常断面」

規格：SS400 Ｈ－200                           （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75 

ＤⅢ

上半 0.764 0.803 0.843 0.888 0.928 0.968 1.008 1.053 必 要 な
断 面 積
を 上 下
半 各 々
に 計 上
する。

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

0.100 0.135 0.170 0.205 0.235 0.270

表４．56 Ｈ形鋼支保工「大断面」

規格：SS400 Ｈ－150 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅡ 0.462 0.476 0.489 0.502 0.515 0.530 0.544 0.557 0.570 0.583 0.596 0.609 0.622

ＤⅠ

上半

設計掘削断面積（㎡） 
必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

0.605 0.629 0.652 0.674 0.696 0.720 0.743 0.767 0.790 0.813 0.835

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.071 0.095 0.118 0.140 0.162 0.186 0.209 0.233 0.257

表４．57 Ｈ形鋼支保工「大断面」

規格：SS400 Ｈ－200 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

ＤⅡ

上半 0.976 1.014 1.051 1.086 1.121 1.159 1.196 1.233 1.270 1.305 1.340

必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.128 0.166 0.203 0.238 0.273 0.310 0.347 0.385 0.422

ＤⅢ

上半

設計掘削断面積（㎡） 

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

0.976 1.014 1.051 1.086 1.121 1.159 1.196 1.233 1.270 1.305 1.340

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.128 0.166 0.203 0.238 0.273 0.310 0.347 0.385 0.422
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表４．55 Ｈ形鋼支保工「通常断面」

規格：SS400 Ｈ－200                           （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要 
40 45 50 55 60 65 70 75 

ＤⅢ

上半 0.764 0.803 0.843 0.888 0.928 0.968 1.008 1.053 必 要 な
断 面 積
を 上 下
半 各 々
に 計 上
する。

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 

0.100 0.135 0.170 0.205 0.235 0.270

表４．56 Ｈ形鋼支保工「大断面」

規格：SS400 Ｈ－150 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅡ 0.462 0.476 0.489 0.502 0.515 0.530 0.544 0.557 0.570 0.583 0.596 0.609 0.622

ＤⅠ

上半

設計掘削断面積（㎡） 
必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

0.605 0.629 0.652 0.674 0.696 0.720 0.743 0.767 0.790 0.813 0.835

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.071 0.095 0.118 0.140 0.162 0.186 0.209 0.233 0.257

表４．57 Ｈ形鋼支保工「大断面」

規格：SS400 Ｈ－200 （ｔ／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分 
設計掘削断面積（㎡） 

摘要
60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

ＤⅡ

上半 0.976 1.014 1.051 1.086 1.121 1.159 1.196 1.233 1.270 1.305 1.340

必要な
断面積
を上下
半各々
に計上
する。

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.128 0.166 0.203 0.238 0.273 0.310 0.347 0.385 0.422

ＤⅢ

上半

設計掘削断面積（㎡） 

60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

0.976 1.014 1.051 1.086 1.121 1.159 1.196 1.233 1.270 1.305 1.340

下半

設計掘削断面積（㎡） 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 

0.128 0.166 0.203 0.238 0.273 0.310 0.347 0.385 0.422

②  435



② 434② 434 Ⅳ−5−①−48 ②  434②  434 Ⅳ−5−①−48②  436



② 435② 435 Ⅳ−5−①−49 ②  435②  435 Ⅳ−5−①−49 ②  437



② 436② 436 Ⅳ−5−①−50 ②  436②  436 Ⅳ−5−①−50②  438



② 437② 437 Ⅳ−5−①−51 ②  437②  437 Ⅳ−5−①−51 ②  439



② 438② 438 Ⅳ−5−①−52 ②  438②  438 Ⅳ−5−①−52②  440



② 439② 439 Ⅳ−5−①−53 ②  439②  439 Ⅳ−5−①−53 ②  441



② 440② 440 Ⅳ−5−①−54 ②  440②  440 Ⅳ−5−①−54②  442



② 441② 441 Ⅳ−5−①−55 ②  441②  441 Ⅳ−5−①−55 ②  443



②  442②  442 Ⅳ−5−①−56 ②  442②  442 Ⅳ−5−①−56

Ⅳ-5-①-56 

(５) 材料費

１) 防水シート

防水シートの使用量は，下表を標準とする。

表４．78 防水シート「通常断面」

（㎡／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 17.92 18.64 19.37 20.09 20.81 21.53 22.25 22.98 23.70 24.42

ＣⅡ 18.36 19.02 19.69 20.36 21.03 21.70 22.37 23.04 23.71 24.38

ＤⅠ 18.48 19.13 19.78 20.43 21.08 21.73 22.39 23.04 23.69 24.34

ＤⅡ 17.56 18.29 19.02 19.75 20.47 21.20 21.93 22.66 23.39 24.12

ＤⅢ 17.94 18.61 19.27 19.93 20.60 21.26 21.92 22.59 23.25 23.91

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16を含まない。 

表４．79 防水シート「大断面」

（㎡／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 20.81 21.53 22.25 22.98 23.70 24.42 25.14 25.86 26.58 27.30 28.03 28.75 29.47

ＣⅡ 21.03 21.70 22.37 23.04 23.71 24.38 25.05 25.72 26.39 27.06 27.73 28.40 29.07

ＤⅠ 21.08 21.73 22.39 23.04 23.69 24.34 24.99 25.64 26.30 26.95 27.60 28.25 28.90

ＤⅡ 20.47 21.20 21.93 22.66 23.39 24.12 24.85 25.57 26.30 27.03 27.76 28.49 29.22

ＤⅢ 20.60 21.26 21.92 22.59 23.25 23.91 24.58 25.24 25.91 ― ― ― ― 

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16を含まない。 

２) 覆工コンクリート

覆工コンクリートの使用量（ロスを含む）は，次表を標準とする。

表４．80 生コンクリート（余巻を含む）「通常断面」

（㎥／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 8.87 9.13 9.40 9.66 9.93 10.19 10.46 10.72 10.99 11.25

ＣⅡ 8.02 8.28 8.54 8.79 9.05 9.31 9.57 9.82 10.08 10.34

ＤⅠ 7.39 7.64 7.89 8.14 8.39 8.64 8.90 9.15 9.40 9.65

ＤⅡ 6.39 6.77 7.15 7.52 7.90 8.28 8.65 9.03 9.41 9.78

ＤⅢ 8.07 8.37 8.67 8.97 9.27 9.57 9.86 10.17 10.46 10.76

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む 

表４．81 生コンクリート（余巻を含む）「大断面」

（㎥／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 11.91 12.25 12.59 12.93 13.26 13.61 13.95 14.29 14.63 14.97 15.30 15.65 15.98

ＣⅡ 11.07 11.38 11.70 12.02 12.33 12.65 12.97 13.28 13.60 13.91 14.23 14.54 14.86

ＤⅠ 10.45 10.76 11.07 11.35 11.64 11.95 12.24 12.54 12.83 13.14 13.43 13.73 14.02

ＤⅡ 10.45 10.76 11.07 11.35 11.64 11.95 12.24 12.54 12.83 13.14 13.43 13.73 14.02

ＤⅢ 9.27 9.57 9.86 10.17 10.46 10.76 13.49 13.82 14.15 ― ― ― ― 

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む
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(５) 材料費

１) 防水シート

防水シートの使用量は，下表を標準とする。

表４．78 防水シート「通常断面」

（㎡／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 17.92 18.64 19.37 20.09 20.81 21.53 22.25 22.98 23.70 24.42

ＣⅡ 18.36 19.02 19.69 20.36 21.03 21.70 22.37 23.04 23.71 24.38

ＤⅠ 18.48 19.13 19.78 20.43 21.08 21.73 22.39 23.04 23.69 24.34

ＤⅡ 17.56 18.29 19.02 19.75 20.47 21.20 21.93 22.66 23.39 24.12

ＤⅢ 17.94 18.61 19.27 19.93 20.60 21.26 21.92 22.59 23.25 23.91

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16を含まない。 

表４．79 防水シート「大断面」

（㎡／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 20.81 21.53 22.25 22.98 23.70 24.42 25.14 25.86 26.58 27.30 28.03 28.75 29.47

ＣⅡ 21.03 21.70 22.37 23.04 23.71 24.38 25.05 25.72 26.39 27.06 27.73 28.40 29.07

ＤⅠ 21.08 21.73 22.39 23.04 23.69 24.34 24.99 25.64 26.30 26.95 27.60 28.25 28.90

ＤⅡ 20.47 21.20 21.93 22.66 23.39 24.12 24.85 25.57 26.30 27.03 27.76 28.49 29.22

ＤⅢ 20.60 21.26 21.92 22.59 23.25 23.91 24.58 25.24 25.91 ― ― ― ― 

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16を含まない。 

２) 覆工コンクリート

覆工コンクリートの使用量（ロスを含む）は，次表を標準とする。

表４．80 生コンクリート（余巻を含む）「通常断面」

（㎥／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 8.87 9.13 9.40 9.66 9.93 10.19 10.46 10.72 10.99 11.25

ＣⅡ 8.02 8.28 8.54 8.79 9.05 9.31 9.57 9.82 10.08 10.34

ＤⅠ 7.39 7.64 7.89 8.14 8.39 8.64 8.90 9.15 9.40 9.65

ＤⅡ 6.39 6.77 7.15 7.52 7.90 8.28 8.65 9.03 9.41 9.78

ＤⅢ 8.07 8.37 8.67 8.97 9.27 9.57 9.86 10.17 10.46 10.76

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む 

表４．81 生コンクリート（余巻を含む）「大断面」

（㎥／（トンネル延長）1ⅿ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 11.91 12.25 12.59 12.93 13.26 13.61 13.95 14.29 14.63 14.97 15.30 15.65 15.98

ＣⅡ 11.07 11.38 11.70 12.02 12.33 12.65 12.97 13.28 13.60 13.91 14.23 14.54 14.86

ＤⅠ 10.45 10.76 11.07 11.35 11.64 11.95 12.24 12.54 12.83 13.14 13.43 13.73 14.02

ＤⅡ 10.45 10.76 11.07 11.35 11.64 11.95 12.24 12.54 12.83 13.14 13.43 13.73 14.02

ＤⅢ 9.27 9.57 9.86 10.17 10.46 10.76 13.49 13.82 14.15 ― ― ― ― 

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む

②  442②  442 Ⅳ−5−①−56

②  442②  442 Ⅳ−5−①−56

②  442②  442 Ⅳ−5−①−56

②  444



② 443② 443 Ⅳ−5−①−57 ②  443②  443 Ⅳ−5−①−57 ②  445



② 444② 444 Ⅳ−5−①−58 ②  444②  444 Ⅳ−5−①−58②  446



② 445② 445 Ⅳ−5−①−59 ②  445②  445 Ⅳ−5−①−59

Ⅳ-5-①-59 

構成目地材（妻側・ラップ側），検測ピン，逸走防止材，外枠類（パネル等），土台用レール及び鋼矢板，

横送り装置（手動），配管切替装置（機内配管含む）〕

（３）防水工作業台車損料

防水工作業台車は，延長Ｌ＝6.0m を標準とし，損料は以下の式により算出する。防水工作業台車損料対象

長（ｍ）で除して，ｍ当り単価を計上する。

Ｐ３ ＝ 577,000 × Ａ + 1,835,000 ……式４．３

ただし，Ｐ３：防水工作業台車（本坑及び非常駐車帯兼用 Ｌ＝6.0m）損料（円/基）

Ａ：上半周長（ｍ）

なお，防水工作業台車の機関出力は 4.0ｋＷ程度とする。

［参考図］

上半周長（ｍ）＝２×｛（２×π×Ｒ１×θ１÷３６０）＋（２×π×Ｒ２×θ２÷３６０）｝

４－８ 工事用仮設備

４－８－１ 吹付プラント設備組立・解体

吹付プラント設備組立・解体歩掛は，次表とする。

表４．86 吹付プラント設備組立・解体歩掛 （１基当り）

名    称 規    格
単 

位
組 立 解 体

土 木 一 般 世 話 役 人 9.0 5.0

特 殊 作 業 員 〃 9.5 3.0

普 通 作 業 員 〃 8.0 2.0

設 備 機 械 工 〃 6.5 2.5

と び 工 〃 20.5 14.5 

溶 接 工 〃 3.5 1.5

電 工 〃 5.5 2.5

ラフテレーンクレーン運転

排出ガス対策型（第２次基準

値）・低騒音型

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊

日 4.0 3.5

 (注) １．上表は，コンクリートプラントの練混ぜ方式（一括または分割）に関わらず適用出来る。 

２．基礎コンクリートは，別途計上する。 

３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

②  447



② 446② 446 Ⅳ−5−①−60 ② 446② 446 Ⅳ−5−①−60
Ⅳ-5-①-60 

４－８－２ スライドセントル組立・解体

スライドセントル組立・解体歩掛は，次表とする。

表４．87 スライドセントル組立・解体歩掛 （１基当り）

名    称 規    格
単

位
組 立 解 体

土 木 一 般 世 話 役 人 8.5 6.0

普 通 作 業 員 〃 7.0 2.0

設 備 機 械 工 〃 7.0 5.0

と び 工 〃 17.5 13.5 

特 殊 作 業 員 〃 40.5 20.0 

電 工 〃 5.0 1.5

ラフテレーンクレーン運転

排出ガス対策型（第２次基準

値）・低騒音型

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊

日 7.0 5.5

(注)１．移動用レール及び鋼矢板の設置・撤去を含む。

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

４－８－３ 防水工作業台車組立・解体

防水工作業台車組立・解体歩掛は，次表とする。

表４．88 防水工作業台車組立・解体歩掛 （１基当り）

名    称 規    格 単 位 組 立 解 体

土 木 一 般 世 話 役 人 2.4 1.4

普 通 作 業 員 〃 1.4 1.0

設 備 機 械 工 〃 1.9 0.5

と び 工 〃 2.4 1.9

特 殊 作 業 員 〃 10.0 4.3

電 工 〃 1.4 －

ラ フ テ レ ー ン
ク レ ー ン 運 転

油圧伸縮ジブ型・

排出ガス対策型（第２次基

準値）・低騒音型 25t 吊

日 1.5 1.0

(注)１．移動用レール及び鋼矢板の設置・撤去は，スライドセントルの組立・解体歩掛に含む。

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。

４－８－４ 工事用換気設備

(１) 換気装置の坑内配置で，切羽の掘進に伴い，軸流ファンを増設する場合の軸流ファン間隔は 100ⅿ以上

を標準とする。

(２) 切羽からの控え長さは，40ⅿ を標準とする。

４－８－５ 仮設備保守

仮設備保守は，次の坑外設備の保守管理を行うものとし，歩掛は次表を標準とする。

① 電力設備 ② 吹付プラント設備 ③ 換気設備 ④ 給排水設備等（濁水処理設備を除く）

表４．89 仮設備保守歩掛 （１箇月当り）

職   種 単 位 数 量 摘 要

普 通 作 業 員 人 40.8 

設 備 機 械 工 〃 〃

電 工 〃 〃

(注)１．坑内作業において，掘削作業～支保工作業は２方，支保作業後は１方を標準とする。

２．支保工作業後は，上表の数量の 1／2とする。

３．吹付プラント設備は，コンクリートプラントの練混ぜ方式（一括または分割）に関わら

ず適用できる。 

名　　　称
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② 447② 447 Ⅳ−5−①−61 ②  447②  447 Ⅳ−5−①−61

５．

②  449



② 448② 448 Ⅳ−5−①−62 ②  448②  448 Ⅳ−5−①−62②  450



② 449② 449 Ⅳ−5−①−63 ②  449②  449 Ⅳ−5−①−63 ②  451



② 450② 450 Ⅳ−5−①−64 ②  450②  450 Ⅳ−5−①−64②  452



② 451② 451 Ⅳ−5−①−65 ②  451②  451 Ⅳ−5−①−65

表 4.64（注4）
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② 452② 452 Ⅳ−5−①−66 ② 452② 452 Ⅳ−5−①−66

Ⅳ-5-①-66 

(17) インバート敷均し・締固め工 10 ㎥ 当り単価表

施工歩掛コード WB450150 

名   称 規      格 単位 数    量 摘    要

ト ン ネ ル 世 話 役 人 表 4.65 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 〃

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 〃

バ ッ ク ホ ウ 運 転

トンネル工事用後方超小旋回型・排出

ガス対策型（第３次基準値）クローラ

型・山積 0.45 ㎥（平積 0.35 ㎥）

ｈ 〃 機械損料

振 動 ロ ー ラ 運 転

（トンネル工事対応）搭乗・コンバイ

ンド式・排出ガス対策型（第２次基準

値）・低騒音型・運転質量 3～4t

日
表 3.7,表 4.65 

機械賃料

諸 雑 費 式 1 

計

(18) 埋戻材の積込作業 10 ㎥ 当り単価表

施工歩掛コード WB450160 

名   称 規      格 単位 数    量 摘    要

バ ッ ク ホ ウ 運 転

標準型・排出ガス対策型（第３次基準値）・

超低騒音型・クローラ型山積 0.8 ㎥（平

積 0.6 ㎥）

ｈ 0.48 表 4.66 機械損料

諸 雑 費 式 1 

計

(19) 大型ブレーカ（ベースマシン含む）運転１日当り単価表（インバート掘削用）

名   称 規      格 単位 数    量 摘 要

燃 料 費 ℓ 機械運転単価表

大 型 ブ レ ー カ

( ベ ー ス マ シ ン

含 む )

トンネル工事用排出ガス対策型

（第３次基準値）油圧式 1,300 ㎏級

ベースマシン 20t 級

日 1 機械損料 

諸 雑 費 式 1 

計

(20) 吹付プラント設備組立・解体１基当り単価表

施工歩掛コード WB450201 

名   称 規      格 単位 数    量 摘    要

土 木 一 般 世 話 役 人 表 4.86 

特 殊 作 業 員 〃  〃

普 通 作 業 員 〃  〃

設 備 機 械 工 〃  〃

と び 工 〃  〃

溶 接 工 〃  〃

電 工 〃  〃

ラフテレーンクレーン

運 転

排出ガス対策型（第２次基準値）

油圧伸縮ジブ型・低騒音型 25ｔ吊
日  〃 機械賃料

諸 雑 費 式 1 

計

②  454



② 453② 453 Ⅳ−5−①−67 ②  453②  453 Ⅳ−5−①−67

軸 流 フ ァ ン 機械損料
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②  454②  454 Ⅳ−5−①−68 ②  454②  454 Ⅳ−5−①−68

Ⅳ-5-①-68 

(25) 給水設備運転１日当り単価表

施工歩掛コード WB450280 

名   称 規      格 単位 数    量 摘    要

電 力 料 kWh

小型多段遠心ポンプ
片吸込・モータ駆動型

口径 65mm 段数 4 全揚程 45m
台・日 1 

表 3.9 

水 槽 鋼板製簡易水槽 20 ㎥ 供用日 1.4 〃

諸 雑 費 式 1 

計

（注）水槽の供用日数は次式により求める。 供用日数＝運転日数×供用日数率 ［供用日数率＝1.4］

(26) 排水設備運転１日当り単価表

施工歩掛コード WB450290 

名   称 規    格 単位 数    量 摘    要

電 力 料 kWh 

工 事 用 水 中 

モ ー タ ポ ン プ 

普通型（潜水ポンプ） 

口径 50 ㎜ 全揚程 20m 
台・日 4 

表 3.10 

諸 雑 費 式 1 

計 

(27) 吹付プラント設備運転１日当り単価表 

名   称 規    格 単位 数  量 摘  要 

電 力 料 kWh 

コ ン ク リ ー ト

プ ラ ン ト
(バッチ型・定置式)25 ㎥／ｈ 

供用

日 

表 3.8 

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/ｈ 〃  〃

骨 材 ホ ッ パ 15 ㎥×3 〃  〃

諸 雑 費 式 1 

計 

（注）コンクリートプラント損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 
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Ⅳ-5-①-69 

(28) 機械運転単価表

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項

ド リ ル ジ ャ ン ボ 

トンネル工事用ホイール式・排出ガス

対策型（第３次基準値） 

3 ブーム・2バスケット 

ドリフタ質量 170 ㎏超級 

機－25 
燃料消費量 →544 

機械損料数量→ 1.40 

コンクリート吹付機

トンネル工事用 湿式吹付・R 一体・C

搭載・エレクタ型・排出ガス対策型（第

３次基準値）吹付範囲半径７ⅿ級 

・吐出量 6～22 ㎥/ｈ級

機－25 
燃料消費量 →363 

機械損料数量→ 1.40 

ホ イ ー ル ロ ー ダ

トンネル専用機 サイドダンプ式・排出

ガス対策型（第２次基準値） 山積 2.3

㎥級 

機－24 
燃料消費量 → 92 

機械損料数量→ 1.40 

吹 付プ ラント 設備 
（バッチ型・定置式）25 ㎥／ｈ（一括練

混ぜ） 
機－25 

燃料消費量 → 24 

機械損料数量→ 1.40 

吹 付プ ラント 設備 
（バッチ型・定置式）25 ㎥／ｈ（分割練

混ぜ） 
機－25 

燃料消費量 → 18 

機械損料数量→ 1.40 

大 型 ブ レ ー カ 

（ベースマシン含む） 

トンネル工事用排出ガス対策型

（第３次基準値）油圧式 1,300 ㎏級 

ベースマシン 20t 級 

機－12 
燃料消費量 → 48 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 
トンネル工事用オンロード型

10ｔ積 
機－32 

燃料消費量 → 78 

タイヤの損耗費も計上

コンクリートポンプ車 配管式圧送能力 55 ㎥／ｈ 機－24 
燃料消費量 → 68 

機械損料数量→ 1.40 

〃 ブーム式圧送能力 90～110 ㎥／ｈ 機－13 インバートコンクリート工

集 塵 機 定格風量○○○㎥／min 級 機－14 燃料消費量 →必要分計上する 

バ ッ ク ホ ウ

トンネル工事用後方超小旋回型・排出

ガス対策型（第３次基準値） 

クローラ型・山積 0.45 ㎥（平積 0.35 ㎥） 

機－13 
インバート掘削工

インバート埋戻工

〃 

標準型・排出ガス対策型（第３次基準

値）・超低騒音型・クローラ型・山積 0.8

㎥（平積 0.6 ㎥） 

機－１ インバート埋戻し材積込作業

振 動 ロ ー ラ

（トンネル工事対応）

搭乗・コンバインド式・排出ガス対策型

（第２次基準値）・低騒音型・運転質量 3

～4t 

機－16 
燃料消費量 → 12 

機械賃料数量 → 1.70

ダ ン プ ト ラ ッ ク 
トンネル工事用オンロード型

10ｔ積 
機－13 

インバート用

タイヤの損耗費も計上
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② 457② 457 Ⅳ−5−①−71 ②  457②  457 Ⅳ−5−①−71 ②  459



② 458② 458 Ⅳ−5−①−72 ② 458② 458 Ⅳ−5−①−72

Ⅳ-5-①-80 

２． 施 工 概 要

施工フローは，下記を標準とする。

上半先進ベンチカット工法

(上下半同時併進) 

(注) 本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。

３． 施 工 計 画

３－１ 岩区分及び掘削工法

岩区分，掘削方式及び掘削工法は，次表を標準とする。

表３．１ 岩区分，掘削方式及び掘削工法

岩区分 掘 削 方 式 掘 削 工 法

Ｃ,Ｄ
上半先進ベンチカット工法

(ショートベンチカット工法) 
上下半同時併進工法

(注) 地山条件等により切羽の安定性の確立や地上の崩落防止等のために，必要に応じて適切

な補助工法を別途考慮する。

機 械 搬 入

掘 削

ずり出し

掘削工(上 半) 

一次吹付コンクリート

鋼製支保建込

金網取付

二次吹付コンクリート

ロックボルト打設

支保工(上 半) 

機 械 の 搬 出

覆 工

防 水 シ ー ト 張

掘 削

ずり出し

掘削工(下 半) 

一次吹付コンクリート

鋼製支保建込

金網取付

二次吹付コンクリート

ロックボルト打設

支保工(下 半) 

鏡吹付工(下半) 鏡吹付工(上半) 

Ⅳ-5-①-80 

２． 施 工 概 要

施工フローは，下記を標準とする。

上半先進ベンチカット工法

(上下半同時併進) 

(注) 本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。

３． 施 工 計 画

３－１ 岩区分及び掘削工法

岩区分，掘削方式及び掘削工法は，次表を標準とする。

表３．１ 岩区分，掘削方式及び掘削工法

岩区分 掘 削 方 式 掘 削 工 法

Ｃ,Ｄ
上半先進ベンチカット工法

(ショートベンチカット工法) 
上下半同時併進工法

(注) 地山条件等により切羽の安定性の確立や地上の崩落防止等のために，必要に応じて適切

な補助工法を別途考慮する。

機 械 搬 入

掘 削

ずり出し

掘削工(上 半) 

一次吹付コンクリート

鋼製支保建込

金網取付

二次吹付コンクリート

ロックボルト打設

支保工(上 半) 

機 械 の 搬 出

覆 工

防 水 シ ー ト 張

掘 削

ずり出し

掘削工(下 半) 

一次吹付コンクリート

鋼製支保建込

金網取付

二次吹付コンクリート

ロックボルト打設

支保工(下 半) 

鏡吹付工(下半) 鏡吹付工(上半) 
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② 460② 460 Ⅳ−5−①−74 ②  460②  460 Ⅳ−5−①−74②  462



② 461② 461 Ⅳ−5−①−75

Ⅳ-5-①-83 

図３．５ 上半先進ベンチカット工法（上下半同時併進工法） 

掘削機械配置例(５)（上半鋼製支保工建込時） 

３－３ 岩区分 

岩区分は，第５章①－１トンネル工（ＮＡＴＭ）発破工法の表 3.2 地山分類表による。 

３－４ 工事工程表 

３－４－１ 工事工程 

工程表の決定にあたっては，トンネル延長，地質，地形，掘削方式及び掘削工法等を考慮して決

定する。 

機械掘削工法 

必要工期＝上半掘削期間＋２箇月（特別な場合は別）＋排水工等雑工期間＋準備及び後片付け 

＋土曜・日曜，祝祭日，夏・冬休み 

標準的な工程表作成の考え方(参考) 

○
年
度

○
月

排水工等施工 

○
月

覆工コンクリート 下半 

上半 

○
月

下半 

上半 

年
度

岩 Ｄ Ｃ Ｄ Ｃ Ｄ 

区 
分 延

長
上下半同時併進(ショートベンチ) 

吹付用 

コンクリート吹付機（エレクタ型） 

 

後片付け 

工
期

 

 

上半掘削期間＋排水工等雑工期間＋準備及び後片付け
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②  463②  463 Ⅳ−5−①−77 ②  463②  463 Ⅳ−5−①−77 ②  465



② 464② 464 Ⅳ−5−①−78 ②  464②  464 Ⅳ−5−①−78②  466



② 465② 465 Ⅳ−5−①−79 ②  465②  465 Ⅳ−5−①−79 ②  467



② 466② 466 Ⅳ−5−①−80 ②  466②  466 Ⅳ−5−①−80

第１位を四捨五入し，整数とする。
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３－７－２ 機械損料の補正等 

トンネル掘削工において，トンネル専用機ではないホイールローダ・バックホウ（大型ブレーカ

用ベースマシン含む），トンネル専用機及び建設専用は除くダンプトラックを使用する場合は機械損

料の補正を行うものとし，トンネルの岩区分による補正割増は，次表とする。 

表３．５ 機械損料の補正 

岩 区 分 機械損料割増 岩 分 類

ＣⅠ・ＣⅡ 25% 中硬岩

ＤⅠ 25% 軟岩(Ⅱ)

ＤⅡ
25% 軟岩(Ⅱ)

－ 軟岩(Ⅰ) 

ＤⅢ － 

(注)１．土量変化率は，「第Ⅱ編第１章①土量変化率等」による。 

２．トンネル内における機械損料の割増は上表のとおりとし，掘削土仮置き 

以降の機械損料の割増については，「第Ⅱ編第１章土工①土量変化率等」による。 

３．岩区分ＤⅡの岩分類の判定にあたっては，岩の性状により決定するものとする。 

３－７－３ 機械賃料の補正等 

トンネル工事対応の下記機械を使用する場合は，次表に示す数値を乗じて得た額とする。

表３．６ 機械賃料の補正 

機 械 名 規 格
基礎価格に 

乗ずる率 
摘 要 

振動ローラ 

（トンネル工事対応）搭乗・コンバインド式

・排出ガス対策型（第２次基準値）・低騒音型・運転

質量３～４t 

1.23 賃 料 

３－８ 工事用仮設備 

３－８－１ 吹付プラント設備 

吹付プラント設備の機種・規格は，次表を標準とする。 

表３．７ 機種の選定 

機   械  名 規  格 単 位 数 量

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/h 基 1 

骨 材 ホ ッ パ 15㎥×3 〃 1 

コンクリートプラント
（バッチ型・定置式）25㎥/ｈ 

（一括練混ぜ） 
〃 1 

〃 
（バッチ型・定置式）25㎥/ｈ 

（分割練混ぜ） 
〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。 

２．現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規格を別途考慮する。 

３．セメントサイロ，骨材ホッパ，コンクリートプラントは，損料とする。 

コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式）25 ㎥/ｈ（分割練混ぜ）の供用 1 日あたり損料

額は 38,400 円を標準とする。 

３－８－２ 電力設備 

(１) 施工に必要な負荷設備に対応出来る必要電力を決定する。

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。

３－８－３ 照明設備 

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を５ｍ 間隔に片側のみ設置するものを標準とする。また，切羽照明は

500 Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半４個，下半２個），覆工４個を標準とする。 

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。 

② 467② 467 Ⅳ−5−①−81

Ⅳ-5-①-89 

３－７－２ 機械損料の補正等 

トンネル掘削工において，トンネル専用機ではないホイールローダ・バックホウ（大型ブレーカ

用ベースマシン含む），トンネル専用機及び建設専用は除くダンプトラックを使用する場合は機械損

料の補正を行うものとし，トンネルの岩区分による補正割増は，次表とする。 

表３．５ 機械損料の補正 

岩 区 分 機械損料割増 岩 分 類

ＣⅠ・ＣⅡ 25% 中硬岩

ＤⅠ 25% 軟岩(Ⅱ)

ＤⅡ
25% 軟岩(Ⅱ)

－ 軟岩(Ⅰ) 

ＤⅢ － 

(注)１．土量変化率は，「第Ⅱ編第１章①土量変化率等」による。 

２．トンネル内における機械損料の割増は上表のとおりとし，掘削土仮置き 

以降の機械損料の割増については，「第Ⅱ編第１章土工①土量変化率等」による。 

３．岩区分ＤⅡの岩分類の判定にあたっては，岩の性状により決定するものとする。 

３－７－３ 機械賃料の補正等 

トンネル工事対応の下記機械を使用する場合は，次表に示す数値を乗じて得た額とする。

表３．６ 機械賃料の補正 

機 械 名 規 格
基礎価格に 

乗ずる率 
摘 要 

振動ローラ 

（トンネル工事対応）搭乗・コンバインド式

・排出ガス対策型（第２次基準値）・低騒音型・運転

質量３～４t 

1.23 賃 料 

３－８ 工事用仮設備 

３－８－１ 吹付プラント設備 

吹付プラント設備の機種・規格は，次表を標準とする。 

表３．７ 機種の選定 

機   械  名 規  格 単 位 数 量

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/h 基 1 

骨 材 ホ ッ パ 15㎥×3 〃 1 

コンクリートプラント
（バッチ型・定置式）25㎥/ｈ 

（一括練混ぜ） 
〃 1 

〃 
（バッチ型・定置式）25㎥/ｈ 

（分割練混ぜ） 
〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。 

２．現場条件等により適合しない場合は，現場条件に見合った機種・規格を別途考慮する。 

３．セメントサイロ，骨材ホッパ，コンクリートプラントは，損料とする。 

コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式）25 ㎥/ｈ（分割練混ぜ）の供用 1 日あたり損料

額は 38,400 円を標準とする。 

３－８－２ 電力設備 

(１) 施工に必要な負荷設備に対応出来る必要電力を決定する。

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。

３－８－３ 照明設備 

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を５ｍ 間隔に片側のみ設置するものを標準とする。また，切羽照明は

500 Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半４個，下半２個），覆工４個を標準とする。 

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。 

②  469



② 468② 468 Ⅳ−5−①−82

②  468②  468 Ⅳ−5−①−82

②  467②  467 Ⅳ−5−①−81

②  470



② 469② 469 Ⅳ−5−①−83

②  469②  469 Ⅳ−5−①−83

②  468②  468 Ⅳ−5−①−82

②  471



② 470② 470 Ⅳ−5−①−84 ②  470②  470 Ⅳ−5−①−84②  472



② 471② 471 Ⅳ−5−①−85 ②  471②  471 Ⅳ−5−①−85 ②  473



②  472②  472 Ⅳ−5−①−86 ②  472②  472 Ⅳ−5−①−86②  474



② 473② 473 Ⅳ−5−①−87 ②  473②  473 Ⅳ−5−①−87 ②  475



② 474② 474 Ⅳ−5−①−88 ②  474②  474 Ⅳ−5−①−88

機 械 名

②  476



② 475② 475 Ⅳ−5−①−89 ②  475②  475 Ⅳ−5−①−89 ②  477



② 476② 476 Ⅳ−5−①−90 ②  476②  476 Ⅳ−5−①−90②  478



② 477② 477 Ⅳ−5−①−91 ②  477②  477 Ⅳ−5−①−91 ②  479



②  478②  478 Ⅳ−5−①−92 ②  478②  478 Ⅳ−5−①−92②  480



② 479② 479 Ⅳ−5−①−93 ②  479②  479 Ⅳ−5−①−93

・タイロッド，加工費（溶接・穴開け）等の費用であり，掘削等作業における材

料費の合計額に下表の率を乗じた金額を上限として計上する。

②  481



② 480② 480 Ⅳ−5−①−94 ②  480②  480 Ⅳ−5−①−94②  482



② 481② 481 Ⅳ−5−①−95 ②  481②  481 Ⅳ−5−①−95 ②  483



② 482② 482 Ⅳ−5−①−96 ②  482②  482 Ⅳ−5−①−96②  484



② 483② 483 Ⅳ−5−①−97 ②  483②  483 Ⅳ−5−①−97 ②  485



② 484② 484 Ⅳ−5−①−98 ②  484②  484 Ⅳ−5−①−98②  486



②  485②  485 Ⅳ−5−①−99 ②  485②  485 Ⅳ−5−①−99 ②  487



② 486② 486 Ⅳ−5−①−100 ②  486②  486 Ⅳ−5−①−100②  488



② 487② 487 Ⅳ−5−①−101 ②  487②  487 Ⅳ−5−①−101 ②  489



②  488②  488 Ⅳ−5−①−102 ②  488②  488 Ⅳ−5−①−102②  490



② 489② 489 Ⅳ−5−①−103 ②  489②  489 Ⅳ−5−①−103 ②  491



②  490②  490 Ⅳ−5−①−104 ②  490②  490 Ⅳ−5−①−104②  492



② 491② 491 Ⅳ−5−①−105 ②  491②  491 Ⅳ−5−①−105 ②  493



②  492②  492 Ⅳ−5−①−106 ②  492②  492 Ⅳ−5−①−106②  494



② 493② 493 Ⅳ−5−①−107 ②  493②  493 Ⅳ−5−①−107 ②  495



②  494②  494 Ⅳ−5−①−108 ②  494②  494 Ⅳ−5−①−108②  496



② 495② 495 Ⅳ−5−①−109 ②  495②  495 Ⅳ−5−①−109 ②  497



②  496②  496 Ⅳ−5−①−110 ②  496②  496 Ⅳ−5−①−110②  498



② 497② 497 Ⅳ−5−①−111 ②  497②  497 Ⅳ−5−①−111 ②  499



②  498②  498 Ⅳ−5−①−112 ②  498②  498 Ⅳ−5−①−112②  500



② 499② 499 Ⅳ−5−①−113 ②  499②  499 Ⅳ−5−①−113 ②  501



②  500②  500 Ⅳ−5−①−114 ②  500②  500 Ⅳ−5−①−114②  502



② 501② 501 Ⅳ−5−①−115 ②  501②  501 Ⅳ−5−①−115 ②  503



② 502② 502 Ⅳ−5−①−116 ②  502②  502 Ⅳ−5−①−116②  504



②  503②  503 Ⅳ−5−①−117 ②  503②  503 Ⅳ−5−①−117 ②  505



② 504② 504 Ⅳ−5−①−118 ②  504②  504 Ⅳ−5−①−118②  506



②  505②  505 Ⅳ−5−①−119 ②  505②  505 Ⅳ−5−①−119

機　械　名

②  507



② 506② 506 Ⅳ−5−①−120 ②  506②  506 Ⅳ−5−①−120②  508



② 507② 507 Ⅳ−5−①−121 ②  507②  507 Ⅳ−5−①−121

Ⅳ-5-①-129 

(５) 材料費

１) 防水シート

防水シートの使用量は，次表を標準とする。

表４．73 防水シート「通常断面」

（㎡／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 18.01 18.80 19.59 20.38 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11

ＣⅡ 18.01 18.80 19.59 20.38 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11

ＤⅠ 18.11 18.83 19.56 20.29 21.02 21.75 22.48 23.21 23.94 24.67

ＤⅡ 18.22 18.98 19.74 20.49 21.25 22.01 22.77 23.53 24.29 25.04

ＤⅢ 17.70 18.40 19.10 19.80 20.50 21.20 21.90 22.60 23.30 24.00

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16 を含まない。

表４．74 防水シート「大断面」

（㎡／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11 25.90 26.69 27.47 28.26 29.05 29.84 30.63

ＣⅡ 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11 25.90 26.69 27.47 28.26 29.05 29.84 30.63

ＤⅠ 21.02 21.75 22.48 23.21 23.94 24.67 25.40 26.13 26.86 27.59 28.32 29.05 29.78

ＤⅡ 21.25 22.01 22.77 23.53 24.29 25.04 25.80 26.56 27.31 28.07 28.83 29.59 30.35

ＤⅢ 20.50 21.20 21.90 22.60 23.30 24.00 24.70 25.40 26.10 ― ― ― ― 

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16 を含まない。

２) 覆工コンクリート

覆工コンクリートの使用量（ロスを含む）は，次表を標準とする。

表４．75 生コンクリート（余巻を含む）「通常断面」

（㎥／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 6.71 7.00 7.30 7.59 7.89 8.18 8.47 8.77 9.06 9.35

ＣⅡ 6.71 7.00 7.30 7.59 7.89 8.18 8.47 8.77 9.06 9.35

ＤⅠ 6.75 7.02 7.29 7.56 7.83 8.10 8.38 8.65 8.92 9.19

ＤⅡ 6.79 7.07 7.35 7.63 7.92 8.20 8.48 8.77 9.05 9.33

ＤⅢ 7.61 7.91 8.21 8.51 8.82 9.12 9.42 9.72 10.02 10.32

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む。 

表４．76 生コンクリート（余巻を含む）「大断面」

（㎥／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＣⅡ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＤⅠ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＤⅡ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＤⅢ 8.82 9.12 9.42 9.72 10.02 10.32 13.05 13.35 13.66 ― ― ― ― 

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む。

②  507②  507 Ⅳ−5−①−121

Ⅳ-5-①-129 

(５) 材料費

１) 防水シート

防水シートの使用量は，次表を標準とする。

表４．73 防水シート「通常断面」

（㎡／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 18.01 18.80 19.59 20.38 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11

ＣⅡ 18.01 18.80 19.59 20.38 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11

ＤⅠ 18.11 18.83 19.56 20.29 21.02 21.75 22.48 23.21 23.94 24.67

ＤⅡ 18.22 18.98 19.74 20.49 21.25 22.01 22.77 23.53 24.29 25.04

ＤⅢ 17.70 18.40 19.10 19.80 20.50 21.20 21.90 22.60 23.30 24.00

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16 を含まない。

表４．74 防水シート「大断面」

（㎡／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11 25.90 26.69 27.47 28.26 29.05 29.84 30.63

ＣⅡ 21.17 21.95 22.74 23.53 24.32 25.11 25.90 26.69 27.47 28.26 29.05 29.84 30.63

ＤⅠ 21.02 21.75 22.48 23.21 23.94 24.67 25.40 26.13 26.86 27.59 28.32 29.05 29.78

ＤⅡ 21.25 22.01 22.77 23.53 24.29 25.04 25.80 26.56 27.31 28.07 28.83 29.59 30.35

ＤⅢ 20.50 21.20 21.90 22.60 23.30 24.00 24.70 25.40 26.10 ― ― ― ― 

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16 を含まない。

２) 覆工コンクリート

覆工コンクリートの使用量（ロスを含む）は，次表を標準とする。

表４．75 生コンクリート（余巻を含む）「通常断面」

（㎥／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 

ＣⅠ 6.71 7.00 7.30 7.59 7.89 8.18 8.47 8.77 9.06 9.35

ＣⅡ 6.71 7.00 7.30 7.59 7.89 8.18 8.47 8.77 9.06 9.35

ＤⅠ 6.75 7.02 7.29 7.56 7.83 8.10 8.38 8.65 8.92 9.19

ＤⅡ 6.79 7.07 7.35 7.63 7.92 8.20 8.48 8.77 9.05 9.33

ＤⅢ 7.61 7.91 8.21 8.51 8.82 9.12 9.42 9.72 10.02 10.32

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む。 

表４．76 生コンクリート（余巻を含む）「大断面」

（㎥／（トンネル延長）１ｍ当り）

岩区分
設計掘削断面積（㎡） 摘

要70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130

ＣⅠ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＣⅡ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＤⅠ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＤⅡ 10.03 10.31 10.6 10.89 11.17 11.46 11.75 12.03 12.32 12.6 12.89 13.17 13.46

ＤⅢ 8.82 9.12 9.42 9.72 10.02 10.32 13.05 13.35 13.66 ― ― ― ― 

（注）上表には，コンクリートのロス率＋0.02 を含む。

②  509



②  508②  508 Ⅳ−5−①−122 ②  508②  508 Ⅳ−5−①−122②  510



② 509② 509 Ⅳ−5−①−123 ②  509②  509 Ⅳ−5−①−123

Ⅳ-5-①-131 

(７) コンクリートの打設

型枠工及びコンクリート工における１打設長は，スライドセントルの延長を標準とする。また，

１打設長の所要日数は，２日を標準とする。

４－６ 非常駐車帯 

非常駐車帯と本坑接続部の妻部の型枠工（無筋構造物）については，第Ⅱ編第４章②型枠工に

よる。また，非常駐車帯と本坑接続部の妻部の足場工（無筋構造物）を別途計上する。 

支保工の切断等による補強鋼材は，スクラップ控除する。 

なお，職種はトンネル職種に読替えるものとする。 

図４．２ 非常駐車帯の足場及び妻部型枠 

４－７ スライドセントル等損料 

（１）スライドセントル（本坑用）損料

スライドセントル（本坑用）は，スチールフォーム【五心円（上半三心）】のＬ＝10.5m を標準とし，損

料は以下の式により算出する。スライドセントル（本坑用）損料対象長（ｍ）で除して，ｍ当り単価を

計上する。 

Ｐ１ ＝ 3,676,000 × Ａ + 32,522,000  ……式４．１ 

ただし，Ｐ１：スライドセントル（本坑用 Ｌ＝10.5m）損料（円/基） 

Ａ：上半周長（ｍ） 

なお，スライドセントル（本坑用）は，以下の装備を標準とする。機関出力は 16.8ｋＷ程度とする。 

〔鋼材費（ボルト・雑費含む），工場加工費，消耗費，塗装費（錆止め塗装），工場仮組立調整費，電源

システム（受電盤，配電盤，制御盤等），ジャーナルジャッキ，ターンバックル，チェーンブロック，自

走装置（自走用制御盤含む），従動台車（車輪等），打設口，検査窓加工費，妻板止金具，ラップアング

ル，打継構成目地材（妻側・ラップ側），検測ピン，逸走防止材，土台用レール及び鋼矢板，横送り装置

（電動又は油圧），配管切替装置（機内配管含む），自動ケレン装置〕 

（２）スライドセントル（非常駐車帯用）損料

スライドセントル（非常駐車帯用）は，メタルフォーム【五心円（上半三心）】のＬ＝6.0m を標準とし，

損料は以下の式により算出する。スライドセントル（非常駐車帯用）損料対象長（ｍ）で除して，ｍ当

り単価を計上する。 

Ｐ２ ＝ 1,460,000 × Ａ + 29,865,000  ……式４．２ 

ただし，Ｐ２：スライドセントル（非常駐車帯用 Ｌ＝6.0m）損料（円/基） 

Ａ：上半周長（ｍ） 

なお，スライドセントル（非常駐車帯用）は，以下の装備を標準とする。機関出力は 9.7ｋＷ程度とする。 

〔鋼材費（ボルト・雑費含む），工場加工費，消耗費，塗装費（錆止め塗装），工場仮組立調整費，電源シ

ステム（受電盤，配電盤，制御盤等），ジャーナルジャッキ，ターンバックル，チェーンブロック，自走

装置（自走用制御盤含む），従動台車（車輪等），打設口，検査窓加工費，妻板止金具，ラップアングル，
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打継構成目地材（妻側・ラップ側），検測ピン，逸走防止材，外枠類（パネル等），土台用レール及び鋼矢

板，横送り装置（手動），配管切替装置（機内配管含む）〕 

 

（３）防水工作業台車損料 

防水工作業台車は，延長Ｌ＝6.0m を標準とし，損料は以下の式により算出する。防水工作業台車損料対

象長（ｍ）で除して，ｍ当り単価を計上する。 

 

Ｐ３ ＝ 577,000 × Ａ + 1,835,000  ……式４．３ 

ただし，Ｐ３：防水工作業台車（本坑及び非常駐車帯兼用 Ｌ＝6.0m）損料（円/基） 

Ａ：上半周長（ｍ） 

 

なお，防水工作業台車の機関出力は 4.0ｋＷ程度とする。 

 

  ［参考図］ 

上半周長（ｍ）＝２×｛（２×π×Ｒ１×θ１÷３６０）＋（２×π×Ｒ２×θ２÷３６０）｝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－８ 工事用仮設備 

工事用仮設備については，「第Ⅳ編第 5章トンネル工①－1トンネル工（ＮＡＴＭ）［発破工法］ 

４．施工歩掛４－８工事用仮設備」による 
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(８) ロックボルト１ｍ（トンネル延長）単価表

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

口 ッ ク ボ ル ト

(ドライモルタル含む)

耐力○○ｋＮ（○ｔ）以上

付属品含む Ｌ＝○ｍ
本

表4.44～46，表4.48

～50，表4.52 

先 受 け ボ ル ト 本
表4.47，表4.51 

ＤⅢのみ計上

注 入 急 結 剤 無収縮混和剤 〃 必要に応じて計上

諸 雑 費 式 1 

計

(９) カッタービット１ｍ（トンネル延長）単価表

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

カ ッ タ ー ビ ッ ト ＲＭ8－25 個 表4.8～9 

諸 雑 費 式 1 

計

(10) 覆工コンクリート工等１ⅿ当り単価表

施工歩掛コード WB452140 

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人 表4.65 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 〃

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 〃

コンクリートポンプ車

運 転
配管式圧送能力55㎥／h 週

表4.67～68 

機械運転単価表×5

機械損料

諸雑費 (その他機械 ) 式 1 表4.77～78 

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 表4.75～76 

防 水 シ ー ト ㎡
表4.73～74 

1.16×Ａ

諸雑費 (その他材料 ) 式 1 表4.79～80 

諸 雑 費 〃 1 

計

Ａ：１ⅿ当り防水シート面積 （防水シート数量はラップ及び施工面の凹凸を含めたロス 16%を加算する。）

(11) 型枠工（覆工コンクリート）スライドセントル（本坑用）移動・据付・脱型１ⅿ（トンネル延長）当り単

価表

施工歩掛コード WB452050 

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人 表4.63 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 〃

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 〃

ス ラ イ ド セ ン ト ル 

（ 本 坑 用 ）
L=10.5 m ⅿ 1 

表4.69～70 

機械損料

式4.1 

諸 雑 費 式 1 

計
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(８) ロックボルト１ｍ（トンネル延長）単価表

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

口 ッ ク ボ ル ト

(ドライモルタル含む)

耐力○○ｋＮ（○ｔ）以上

付属品含む Ｌ＝○ｍ
本

表4.44～46，表4.48

～50，表4.52 

先 受 け ボ ル ト 本
表4.47，表4.51 

ＤⅢのみ計上

注 入 急 結 剤 無収縮混和剤 〃 必要に応じて計上

諸 雑 費 式 1 

計

(９) カッタービット１ｍ（トンネル延長）単価表

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

カ ッ タ ー ビ ッ ト ＲＭ8－25 個 表4.8～9 

諸 雑 費 式 1 

計

(10) 覆工コンクリート工等１ⅿ当り単価表

施工歩掛コード WB452140 

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人 表4.65 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 〃

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 〃

コンクリートポンプ車

運 転
配管式圧送能力55㎥／h 週

表4.67～68 

機械運転単価表×5

機械損料

諸雑費 (その他機械 ) 式 1 表4.77～78 

生 コ ン ク リ ー ト ㎥ 表4.75～76 

防 水 シ ー ト ㎡
表4.73～74 

1.16×Ａ

諸雑費 (その他材料 ) 式 1 表4.79～80 

諸 雑 費 〃 1 

計

Ａ：１ⅿ当り防水シート面積 （防水シート数量はラップ及び施工面の凹凸を含めたロス 16%を加算する。）

(11) 型枠工（覆工コンクリート）スライドセントル（本坑用）移動・据付・脱型１ⅿ（トンネル延長）当り単

価表

施工歩掛コード WB452050 

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人 表4.63 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 〃

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 〃

ス ラ イ ド セ ン ト ル 

（ 本 坑 用 ）
L=10.5 m ⅿ 1 

表4.69～70 

機械損料

式4.1 

諸 雑 費 式 1 

計

Ⅳ-5-①-137 

(12) 型枠工（覆工コンクリート）スライドセントル（非常駐車帯用）移動・据付・脱型１ⅿ（トンネル延長）

当り単価表

施工歩掛コード WB452050 

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人 表4.64 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃 〃

ト ン ネ ル 作 業 員 〃 〃

ス ラ イ ド セ ン ト ル

（ 非 常 駐 車 帯 用 ）
L=6.0 m ⅿ 1 

表4.70 

機械損料

式4.2 

諸 雑 費 式 1 

計

(13) 防水工１ⅿ（トンネル延長）当り単価表

施工歩掛コード WB452150 

名   称 規  格 単位 数   量 摘 要

ト ン ネ ル 世 話 役 人
表4.62 

0.08×Ａ／10 

ト ン ネ ル 特 殊 工 〃
表4.62 

0.15×Ａ／10 

ト ン ネ ル 作 業 員 〃
表4.62 

0.08×Ａ／10 

防 水 工 作 業 台 車 L=6.0ⅿ ｍ 1 

表4.71～72 

機械損料

式4.3 

諸 雑 費 式 1 

計

Ａ：１ⅿ当り防水シート面積

(14) 吹付プラント設備運転１日当り単価表 

名   称 規  格 単位 数 量 摘 要

電 力 料 kWh 

コンクリートプラント (バッチ型・定置式）25㎥／ｈ 供用日 表3.7 

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ 排出能力 20ｔ/h 〃  〃

骨 材 ホ ッ パ 15㎥×3 〃  〃

諸 雑 費 式 1 

計 

（注）コンクリートプラント損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 
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(15) 機械運転単価表

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

自 由 断 面 ト ン ネ ル 

掘 削 機 

最大掘削高6.0m 掘削幅6.4m 

カッターヘッド出力200～240kW
機－25 

燃料消費量 →817 

機械損料数量→1.40 

ド リ ル ジ ャ ン ボ 

トンネル工事用 ホイール式・排出

ガス対策型（第１次基準値） 

2ブーム・2バスケットドリフタ質量

150㎏級 

機－25 
燃料消費量 →267 

機械損料数量→1.40 

コ ン ク リ ー ト 吹 付 機

トンネル工事用 湿式吹付・R一体・

C搭載・エレクタ型・排出ガス対策型 

（第３次基準値）・吹付範囲半径7

ｍ級・吐出量6～22㎥/ｈ級 

機－25 
燃料消費量 →363 

機械損料数量→1.40 

ホ イ ー ル ロ ー ダ

トンネル専用機 サイドダンプ式・

排出ガス対策型（第２次基準値）山

積2.3㎥級 

機－24 
燃料消費量 →92 

機械損料数量→1.40 

バ ッ ク ホ ウ 

トンネル工事用 標準型・排出ガス

対策型（第３次基準値）

クローラ型・後方超小旋回型・山積

0.45㎥(平積0.35㎥) 

機－24 
燃料消費量 →29 

機械損料数量→1.40 

吹 付 プ ラ ン ト 設 備 
(バッチ型・定置式）25㎥/h（一括練

混ぜ） 
機－25 

燃料消費量 →24 

機械損料数量→1.40 

吹 付 プ ラ ン ト 設 備 
(バッチ型・定置式）25㎥/h（分割練

混ぜ） 
機－25 

燃料消費量 →18 

機械損料数量→1.40 

大 型 ブ レ ー カ 

( ベ ー ス マ シ ン 含 む ) 

トンネル工事用 排出ガス対策型

（第３次基準値）油圧式1,300㎏級

ベースマシン20t級

機－12 
燃料消費量 →64 

機械損料数量→1.00 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 
トンネル工事用オンロード型

10ｔ積 
機－32 

燃料消費量 →78 

タイヤの損耗費も計上

コンクリートポンプ車 配管式圧送能力55㎥/h 機－24 
燃料消費量 →68 

機械損料数量→1.40 

集 塵 機 定格風量○○○㎥/min級 機－14 燃料消費量 →必要分計上する 
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② 小断面トンネル工（ＮＡＴＭ）

１． 適 用 範 囲 

本資料は，トンネル工（ＮＡＴＭ）における片押し延長 500m 以下，設計掘削断面積 35 ㎡以上 50 ㎡未満で全断

面掘削工法のトンネルに適用するものとし，適用にあたっては，下記事項に留意し実施するものとする。 

① 掘削工法は，発破工法に適用する。

② 発破工法は，普通一般地質における全断面掘削工法に適用する。

③ 地質，湧水等により補助工法を必要とする場合，及び早期に断面閉合を必要とする仮インバートの場合は別

途考慮する。

④ 隣接のトンネルや住居近接トンネルで標準の発破工法が採用出来ない場合は，別途考慮する。

⑤ 片押し延長が 500m を超えるもの，設計掘削断面積 35 ㎡未満又は 50 ㎡以上のものは，別途考慮する。 

⑥ 坑口部等で本資料により難い場合は、別途考慮する。

⑦ ずり搬出方式は，タイヤ方式とする。

⑧ 岩区分Ａ，Ｅについては，別途考慮する。

⑨ トンネル形状については，「道路トンネル技術基準（構造編）・同解説（平成 15 年 11 月）」等に準拠する。 

⑩ ３－３工事工程及び４．施工歩掛に示す掘削断面積の適用範囲は，下表のとおりとする。

表１．１ 掘削断面積の適用範囲 

岩 区 分 設計掘削断面積（㎡） 適用範囲（㎡） 備   考 

Ｂ 

ＣⅠ・ＣⅡ 

ＤⅠ・ＤⅡ 

35 35.0 ≦Ａ＜ 37.5 

4-3 覆工工にも適用 40 37.5 ≦Ａ＜ 42.5 

45 42.5 ≦Ａ＜ 50.0 

（注）上表の断面積は設計掘削断面積であり，余掘を含まない。 

なお，施工歩掛には余掘（余巻，余吹）を含んでいる。 

２． 施 工 概 要

施工フローは，下記を基準とする。

(注)１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

２．※印の施工は，地質条件による。

※機 材 搬 入

覆 工

防 水 シ ー ト 張

ロ ッ ク ボ ル ト 打 設

二次吹付コンクリート

金 網 取 付

鋼 製 支 保 工 建 込

鏡 吹 付

穿 孔

装 薬

発 破 ・ 換 気

ず り 出 し

一次吹付コンクリート 機 材 搬 出

※
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３． 施 工 計 画

３－１ 掘削方式

掘削方式は，全断面掘削方式を標準とする。

３－２ 岩区分

岩区分は，「第Ⅳ編第５章トンネル工①-1 トンネル工（NATM）［発破工法］」の表 3.2 地山分類表による。

３－３ 工事工程

３－３－１ 工事工程表

工程表の決定にあたっては，トンネル延長，地質，地形，掘削方式及び掘削工法等を考慮して決定する。

３－３－２ 週当り作業量

週当り掘進長は次表を標準とし，これにより難い場合は，別途考慮する。

表３．１ 週当り作業量

（掘削工～支保工）          （（トンネル延長）１ｍ／週当り）

岩区分
設計掘削断面積(㎡) 

摘要
35 40 45 

Ｂ 33.70 31.60 28.09

ＣⅠ 25.28 22.98 21.98

ＣⅡ 21.98 21.06 19.44

ＤⅠ 15.32 14.44 14.04

ＤⅡ 15.32 14.44 13.66

（鏡吹付工～掘削工～支保工） （（トンネル延長）１ｍ／週当り）

岩区分
設計掘削断面積(㎡) 

摘要
35 40 45 

Ｂ 32.06 29.98 26.65

ＣⅠ 24.04 21.83 21.26

ＣⅡ 21.29 20.30 18.67

ＤⅠ 14.68 13.78 13.33

ＤⅡ 14.68 13.78 12.98

※労働基準法に則った労働時間８時間を基本としている。

３－４ 作業内容

作業内容は，次表とする。

表３．２ 作業内容

作業の区分 作 業 内 容 摘  要

坑 内

鏡吹付工 掘削作業

支保工作業 ずり運搬（直送方式）

覆工作業
型枠工

コンクリート工

インバート工

防水工

坑 外
空気圧縮機運転

仮設備保守

(注)１．支保工作業とは，吹付け，金網，ロックボルト，鋼製支保工の総称である。

２．「明り」の作業は，下記のものとする。

・地下排水工・路盤工・舗装工・側溝工

・坑門工・吹付プラント設備組立・解体・ずり出し（積替方式の場合の坑外運搬）

・スライドセントル組立・解体，防水工作業台車組立・解体

・空気圧縮機設備組立・解体，ストックヤード設置・撤去，給排水設備設置・撤去

・濁水処理設備設置・撤去，坑外電力設備，坑外送気管敷設・撤去

ただし，地下排水工等で覆工完了前に作業を行う場合は，特殊手当を別途考慮する。

Ⅳ-5-②-2 

３． 施 工 計 画

３－１ 掘削方式

掘削方式は，全断面掘削方式を標準とする。

３－２ 岩区分

岩区分は，「第Ⅳ編第５章トンネル工①-1 トンネル工（NATM）［発破工法］」の表 3.2 地山分類表による。

３－３ 工事工程

３－３－１ 工事工程表

工程表の決定にあたっては，トンネル延長，地質，地形，掘削方式及び掘削工法等を考慮して決定する。

３－３－２ 週当り作業量

週当り掘進長は次表を標準とし，これにより難い場合は，別途考慮する。

表３．１ 週当り作業量

（掘削工～支保工）          （（トンネル延長）１ｍ／週当り） 

岩区分
設計掘削断面積(㎡) 

摘要
35 40 45 

Ｂ 33.70 31.60 28.09

ＣⅠ 25.28 22.98 21.98

ＣⅡ 21.98 21.06 19.44

ＤⅠ 15.32 14.44 14.04

ＤⅡ 15.32 14.44 13.66

（鏡吹付工～掘削工～支保工） （（トンネル延長）１ｍ／週当り）

岩区分
設計掘削断面積(㎡) 

摘要
35 40 45 

Ｂ 32.06 29.98 26.65

ＣⅠ 24.04 21.83 21.26

ＣⅡ 21.29 20.30 18.67

ＤⅠ 14.68 13.78 13.33

ＤⅡ 14.68 13.78 12.98

※労働基準法に則った労働時間８時間を基本としている。

３－４ 作業内容

作業内容は，次表とする。

表３．２ 作業内容

作業の区分 作 業 内 容 摘  要

坑 内

鏡吹付工 掘削作業

支保工作業 ずり運搬（直送方式）

覆工作業
型枠工

コンクリート工

インバート工

防水工

坑 外
空気圧縮機運転

仮設備保守

(注)１．支保工作業とは，吹付け，金網，ロックボルト，鋼製支保工の総称である。

２．「明り」の作業は，下記のものとする。

・地下排水工・路盤工・舗装工・側溝工

・坑門工・吹付プラント設備組立・解体・ずり出し（積替方式の場合の坑外運搬）

・スライドセントル組立・解体，防水工作業台車組立・解体

・空気圧縮機設備組立・解体，ストックヤード設置・撤去，給排水設備設置・撤去

・濁水処理設備設置・撤去，坑外電力設備，坑外送気管敷設・撤去

ただし，地下排水工等で覆工完了前に作業を行う場合は，特殊手当を別途考慮する。
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図３－２ 変形余裕を見込む場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計掘削半径＝設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（ｔ1）＋吹付コンクリート厚（ｔ3） 

＋変形余裕量（ｔ5） 

支払掘削半径＝［設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（ｔ1）＋吹付コンクリート厚（ｔ3） 

＋変形余裕量（ｔ5）］＋余掘 

＝設計掘削半径＋余掘 

余掘＝余巻コンクリート（ｔ2）＋余吹コンクリート（ｔ4） 

 

３－６ トンネル工事の機械器具経費積算 

トンネル工事の機械器具損料の算定は，「請負工事機械経費積算要領」に基づき行い，内燃機関付機械（ダ

ンプトラック，トラックミキサ等）を使用する場合は，黒煙浄化装置付とし，そのうちドリルジャンボ，バ

ックホウ，ホイールローダを使用する場合は，トンネル工事用排出ガス対策型を標準とする。ただし，道路

運送車両の保安基準に排出ガス基準が定められている自動車の種別で，有効な自動車検査証の交付を受けて

いるものは除く。 

３－７ 工事用仮設備 

３－７－１ 吹付プラント設備 

吹付プラント設備の機種・規格は次表を標準とする。 

表３．４ 機種の選定 

機 械 名 規  格 単 位 数 量 

セメントサイロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ排出能力 20ｔ/h 基 1 

骨材ホッパ 15 ㎥×３ 〃 1 

コンクリートプラント （バッチ型・定置式）25 ㎥／ｈ 

（一括練混ぜ） 

〃 1 

〃 （バッチ型・定置式）25 ㎥／ｈ 

（分割練混ぜ） 

〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。 

２．現場条件等により，適合しない場合は，現場条件に見合った機種，規格を別途考慮する。 

３．コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式） 25 ㎥／ｈ（分割練混ぜ方式）の供用 1 日あ

たり損料額は 38,400 円を標準とする。 

 

３－７－２ 電力設備 

(１) 施工に必要な負荷設備に対応できる必要電力を決定する。 

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。 

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。 

３－７－３ 照明設備 

坑内照明設備は，40Ｗ蛍光灯を５ｍ間隔に片側のみ設置するのを標準とする。 

また，切羽照明は，500Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半 4個，下半 2個），覆工４個を標準とする。 

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。 
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図３－２ 変形余裕を見込む場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計掘削半径＝設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（ｔ1）＋吹付コンクリート厚（ｔ3） 

＋変形余裕量（ｔ5） 

支払掘削半径＝［設計内空半径（Ｒ1）＋覆工コンクリート厚（ｔ1）＋吹付コンクリート厚（ｔ3） 

＋変形余裕量（ｔ5）］＋余掘 

＝設計掘削半径＋余掘 

余掘＝余巻コンクリート（ｔ2）＋余吹コンクリート（ｔ4） 

 

３－６ トンネル工事の機械器具経費積算 

トンネル工事の機械器具損料の算定は，「請負工事機械経費積算要領」に基づき行い，内燃機関付機械（ダ

ンプトラック，トラックミキサ等）を使用する場合は，黒煙浄化装置付とし，そのうちドリルジャンボ，バ

ックホウ，ホイールローダを使用する場合は，トンネル工事用排出ガス対策型を標準とする。ただし，道路

運送車両の保安基準に排出ガス基準が定められている自動車の種別で，有効な自動車検査証の交付を受けて

いるものは除く。 

３－７ 工事用仮設備 

３－７－１ 吹付プラント設備 

吹付プラント設備の機種・規格は次表を標準とする。 

表３．４ 機種の選定 

機 械 名 規  格 単 位 数 量 

セメントサイロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ排出能力 20ｔ/h 基 1 

骨材ホッパ 15 ㎥×３ 〃 1 

コンクリートプラント （バッチ型・定置式）25 ㎥／ｈ 

（一括練混ぜ） 

〃 1 

〃 （バッチ型・定置式）25 ㎥／ｈ 

（分割練混ぜ） 

〃 1 

(注)１．吹付プラント設備は，坑外に設置する。 

２．現場条件等により，適合しない場合は，現場条件に見合った機種，規格を別途考慮する。 

３．コンクリートプラントの損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 

なお，コンクリートプラント（バッチ型・定置式） 25 ㎥／ｈ（分割練混ぜ方式）の供用 1 日あ

たり損料額は 38,400 円を標準とする。 

 

３－７－２ 電力設備 

(１) 施工に必要な負荷設備に対応できる必要電力を決定する。 

(２) 電力会社の供給設備を調査し，負荷設備容量に応じて受電設備を設ける。 

(３) 受電設備，変電設備を経て負荷設備までの線路を決める。 

３－７－３ 照明設備 

坑内照明設備は，40Ｗ蛍光灯を５ｍ間隔に片側のみ設置するのを標準とする。 

また，切羽照明は，500Ｗ投光器とし，切羽部６個（上半 4個，下半 2個），覆工４個を標準とする。 

坑内照明，切羽照明の計上は，日当り 17 時間を標準とする。 
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(３) 材料費 

火薬は，含水爆薬（スラリー200ｇ）を使用するものとし，その使用量は次表を標準とする。 

火薬使用量は，余掘を含めない設計掘削延長１ｍに対するものとする。 

表４．５ 火薬 

（㎏／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 52.5 60.0 67.5 

 

ＣⅠ 42.0 48.0 54.0 

ＣⅡ 42.0 48.0 54.0 

ＤⅠ 31.5 36.0 40.5 

ＤⅡ 31.5 36.0 40.5 

      雷管の使用数量については，次表を標準とする。 

表４．６ 雷管(２～５段) 

                     個／（トンネル延長）１ｍ当り 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 20.12 23.00 25.87 

 

ＣⅠ 23.33 26.66 30.00 

ＣⅡ 29.16 33.33 37.50 

ＤⅠ 31.50 36.00 40.50 

ＤⅡ 31.50 36.00 40.50 

 

表４．７ 雷管(６～10 段) 

              個／（トンネル延長）１ｍ当り 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 20.12 23.00 25.87 

 

ＣⅠ 23.33 26.66 30.00 

ＣⅡ 29.16 33.33 37.50 

ＤⅠ 31.50 36.00 40.50 

ＤⅡ 31.50 36.00 40.50 

(４) 諸雑費 

１） 機械の諸雑費 

諸雑費は，削岩及びロックボルト打設用のドリルジャンボのビット，ロッド，シャンクスクリュロッ

ド，ジョイントスリーブ，及びこそく用の大型ブレーカのチゼルの損耗料等の費用及び，トラック，ト

ラックミキサー及びアジテータトラック，モルタル注入機，積込補助用バックホウの損料及び燃料等の

費用であり，掘削等作業における機械損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として

計上する。 

表４．８ （掘削等）諸雑費（その他機械） 

（％／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 11 11 10 

 

ＣⅠ 11 11 10 

ＣⅡ 11 11 10 

ＤⅠ 11 11 10 

ＤⅡ 11 11 10 

②  531②  531 Ⅳ−5−②−9
②  533



②  532②  532 Ⅳ−5−②−10 ②  532②  532 Ⅳ−5−②−10

Ⅳ-5-②-10 

２） 材料の諸雑費 

諸雑費は，金網工における金網（JIS－Ｇ－3551（溶接金網）150×150×φ５，2.13 ㎏／㎡），ラップ

ロス，止め金具等の費用，鋼製支保工におけるＨ形鋼（Ｒ止まり），継手板・底版及びボルト・ナット，

継材，さや管，加工費（溶接・穴開け）等の費用であり，材料費の合計額に次表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

表４．９ （掘削等）諸雑費（その他材料） 

（％／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 0 0 0 

 

ＣⅠ 0 0 0 

ＣⅡ 0 0 0 

ＤⅠ 5 5 5 

ＤⅡ 4 4 4 

 

４－１－２ ずり出し工 

(１) ずり出し方式 

直送方式の場合はすべて坑内作業とし，積替方式の場合は，一次運搬（坑内～積替場所）は直送方式に

準じ，二次運搬（積替場所～捨場等）は一般の運搬工で積算する。なお，直送方式と積替方式の範囲は，

片道 2.0 ㎞程度（運搬距離）が標準である。 

(２) ずり積込工 

ずり積込用ホイールローダ及びダンプトラックの歩掛は，次表を標準とする。 

表４．10 ホイールローダ 

規格：トンネル工事用排出ガス対策型 

サイドダンプ式，山積 2.3 ㎥級    （週／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 0.026 0.026 0.030 

 

ＣⅠ 0.035 0.039 0.041 

ＣⅡ 0.041 0.046 0.050 

ＤⅠ 0.057 0.061 0.063 

ＤⅡ 0.057 0.061 0.065 

 

表４．11 ダンプトラック 

規格：トンネル工事用オンロード型 10ｔ積  （週／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 0.028 0.030 0.039 

 

ＣⅠ 0.037 0.048 0.050 

ＣⅡ 0.050 0.052 0.057 

ＤⅠ 0.063 0.076 0.078 

ＤⅡ 0.063 0.076 0.081 

 

４－１－３ その他 

明り作業の掘削 

明り作業の掘削は,「第Ⅱ編第１章土工②土工及び③－１床掘工」による。 
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４－２ 支保工 

４－２－１ コンクリート吹付工 

(１) 吹付工法 

吹付工法は，湿式工法を標準とする。 

(２) 吹付コンクリート量 

掘削１ｍ当り吹付コンクリート量（ロスを含む）は，次表を標準とする。 

 

表４．12 吹付コンクリート 

（㎥／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 1.84 1.94 2.04 

 

ＣⅠ 3.06 3.24 3.40 

ＣⅡ 3.52 3.73 3.91 

ＤⅠ 4.59 4.86 5.10 

ＤⅡ 5.51 5.83 6.12 

 

(３) 設計吹付厚及びロス率 

設計吹付厚及びロス率は，次表を標準とする。 

 

     表４．13 設計吹付厚及びロス率 （Ｋ） 

岩区分 設計吹付厚(㎝) ロス率 

Ｂ 5 2.4 

ＣⅠ 10 2.0 

ＣⅡ 10 2.3 

ＤⅠ 15 2.0 

ＤⅡ 20 1.8 

(注) ロス率には，材料ロス，はねかえり損失，余吹等によるロスを含む。 

 

（４）吹付コンクリート施工機械   

吹付コンクリート施工機械配置例を次に示す。 

図４．１ 吹付コンクリート施工機械配置例（参考図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５) 吹付コンクリート仕様 

吹付コンクリート仕様は，次表を標準とするが，現場条件によりこれにより難い場合は，別途計上する

ものとする。 

 

表４．14 吹付コンクリート仕様                   

強  度 スランプ 
粗骨材 

最大寸法 
セメント 摘 要 

δ28=18N/mm2 10±2 ㎝ 15 ㎜ 
「普通ポルトランド 

セメント」 
湿 式 
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４－２－２ ロックボルト工 

(１) ロックボルトの使用区分 

ロックボルトの使用区分は，次表を標準とする。 

表４．18 ロックボルトの使用区分 

岩区分 ロックボルトの長さ（ｍ）×周方向間隔（ｍ）×延長方向間隔（ｍ） 材   質 

Ｂ 3.0×1.5×2.0 
異形棒鋼と同等以上 

(耐力 117.7kN(12ｔ)以上) 

ＣⅠ 3.0×1.5×1.5 〃 

ＣⅡ 3.0×1.5×1.2 
ねじり棒鋼と同等以上 

(耐力 176.5kN(18ｔ)以上) 

ＤⅠ 4.0×1.2×1.0 を超える 〃 

ＤⅡ 4.0×1.2×1.0 以下 〃 

  （注）上表により難い場合は，現地条件に適したボルト長を選定する。 

 

(２) ロックボルトの使用数量 

ロックボルトは，ドライモルタルを含むものとし，その使用量は次表を標準とする。 

表４．19 ロックボルト 

規格：耐力 117.7kN（12ｔ）以上 Ｌ＝３ｍ 

（本／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 5.50 5.50 6.00 
 

ＣⅠ 8.67 9.33 10.00 

 

表４．20 ロックボルト 

規格：耐力 176.5kN（18ｔ）以上 Ｌ＝３ｍ 

（本／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

ＣⅡ 10.83 11.67 12.50  

 

表４．21 ロックボルト 

規格：耐力 176.5kN（18ｔ）以上 Ｌ＝４ｍ 

（本／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

ＤⅠ 16.00 17.00 18.00 
 

ＤⅡ 16.00 17.00 18.00 

(３) ロックボルト工のモルタル材料及び使用量 

ロックボルト工のモルタル材料は，ドライモルタルを標準とし，使用量は次表とする。 

 

表４．22 ロックボルト工のモルタル材料使用量     （100ｍ当り） 

名  称 規  格 単 位 使 用 量 

モルタル ドライモルタル ㎥ 0.22 

   （注）上表には、モルタル材料のロスを含む。 

 

(４) 注入急結剤 

注入急結剤（無収縮混和剤）の使用は，湧水がある場合，１本／孔を標準とする。 

ただし，現場条件によってこれにより難い場合は，別途考慮する。 

②  535②  535 Ⅳ−5−②−13
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４－２－３ 鋼製支保工 

(１) 鋼製支保工の使用材料 

鋼製支保工の使用材料は，次表を標準とする。 

 

表４．23 鋼製支保工の使用材料 

岩区分 

名 称 
ＤⅠ ＤⅡ 

Ｈ 形 鋼 
Ｈ－125×125×6.5×9 

ｎ＝2 

Ｈ－150×150×7×10 

ｎ＝2 

継 手 板 ( 天 端 ) 
PL－155×180×9 

ｎ＝2 

PL－180×180×9 

ｎ＝2 

底 板 
PL－230×230×16 

ｎ＝2 

PL－250×250×16 

ｎ＝2 

 

(２) 鋼製支保工の使用量 

鋼製支保工の使用量は，次表を標準とする。 

 

表４．24 Ｈ形鋼支保工 

規格：SS400 Ｈ－125 

（ｔ／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

ＤⅠ 0.364 0.386 0.405  

 

表４．25 Ｈ形鋼支保工 

規格：SS400 Ｈ－150 

（ｔ／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

ＤⅡ 0.482 0.510 0.536  
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(５) 材料費 

１) 防水シート 

防水シートの使用量は，次表を標準とする。 

 

表４．34 防水シート 

（㎡／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 15.30 16.20 17.00 

 

ＣⅠ 15.30 16.20 17.00 

ＣⅡ 15.30 16.20 17.00 

ＤⅠ 15.30 16.20 17.00 

ＤⅡ 15.30 16.20 17.00 

(注) 上表には，防水シートのロス率+0.16 を含まない。 

 

２) 覆工コンクリート 

覆工コンクリートの使用量は，次表を標準とする。 

 

表４．35 生コンクリート(余巻を含む) 

（㎥／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 8.11 8.59 9.01 

 

ＣⅠ 7.19 7.61 7.99 

ＣⅡ 6.58 6.97 7.31 

ＤⅠ 6.12 6.48 6.80 

ＤⅡ 6.12 6.48 6.80 

                   （注）上表には、コンクリートのロス率＋0.02 を含む 

 

(６) 諸雑費 

１) 機械の諸雑費 

諸雑費は，コンクリートバイブレータの損料及び燃料等の費用であり，機械損料及び運転の合計額に次

表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表４．36 (覆工＋防水)諸雑費(その他機械) 

（％／（トンネル延長）１ｍ当り） 

岩区分 
設計掘削断面積(㎡) 

摘要 
35 40 45 

Ｂ 3 3 3 

 

ＣⅠ 4 4 4 

ＣⅡ 4 4 4 

ＤⅠ 4 4 4 

ＤⅡ 4 4 4 
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(４) 空気圧縮機設備組立・解体 

空気圧縮機設備組立・解体歩掛は，次表とする。 

表４．40 空気圧縮機設備組立・解体歩掛           (２台当り) 

名  称 規  格 単 位 組 立 解 体 

土 木 一 般 世 話 役  人 3.0 1.0 

普 通 作 業 員  〃 4.0 2.5 

設 備 機 械 工  〃 3.5 1.5 

と び 工  〃 1.5 － 

特 殊 作 業 員  〃 1.0 1.0 

電 工  〃 2.5 0.5 

ラフテレーンクレーン 

運 転 

排出ガス対策型（第２次

基準値）・低騒音型 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ吊 

日 1.5 1.0 

(注)１．上記歩掛には，基礎，建物は含まない。 

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

４－５－２ 吹付プラント設備組立・解体 

吹付プラント設備組立・解体歩掛は，次表とする。 

表４．41 吹付プラント設備組立・解体歩掛            (１基当り) 

名  称 規  格 単 位 組 立 解 体 

土 木 一 般 世 話 役  人 9.0 5.0 

特 殊 作 業 員  〃 9.5 3.0 

普 通 作 業 員  〃 8.0 2.0 

設 備 機 械 工  〃 6.5 2.5 

と び 工  〃 20.5 14.5 

溶 接 工  〃 3.5 1.5 

電 工  〃 5.5 2.5 

ラフテレーンクレーン 

運 転 

排出ガス対策型（第２次

基準値）・低騒音型 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ 

日 4.0 3.5 

(注)１．吹付プラント設備は，コンクリートプラントの練混ぜ方式（一括または分割）に関わらず適用で

きる。 

２．基礎コンクリートは，別途計上する。 

３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

４－５－３ スライドセントル組立・解体 

スライドセントル組立・解体歩掛は，次表とする。 

表４．42 スライドセントル組立・解体歩掛             (１基当り) 

名  称 規  格 単 位 組 立 解 体 

土 木 一 般 世 話 役  人 8.5 6.0 

普 通 作 業 員  〃 7.0 2.0 

設 備 機 械 工  〃 7.0 5.0 

と び 工  〃 17.5 13.5 

特 殊 作 業 員  〃 40.5 20.0 

電 工  〃 5.0 1.5 

ラフテレーンクレーン 

運 転 

排出ガス対策型（第２次

基準値）・低騒音型 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ 

日 7.0 5.5 

(注)１．移動用レール及び鋼矢板の設置・撤去を含む。 

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
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４－５－４ 防水工作業台車組立・解体 

防水工作業台車組立・解体歩掛は，次表とする。 

 

表４．43 防水工作業台車組立・解体歩掛            (１基当り) 

名  称 規  格 単 位 組 立 解 体 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.5 1.5 

普 通 作 業 員  〃 1.5 1.0 

設 備 機 械 工  〃 2.0 0.5 

と び 工  〃 2.5 2.0 

特 殊 作 業 員  〃 10.5 3.5 

電 工  〃 1.5 － 

ラフテレーンクレーン運転 

排出ガス対策型（第２

次基準値）・低騒音型 

油圧伸縮ジブ型 25ｔ 

日 1.5 1.0 

(注)１．移動用レール及び鋼矢板の設置・撤去は，スライドセントルの組立・解体歩掛に含む。 

２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

４－５－５ 工事用換気設備 

(１) 換気装置の坑内配置で，切羽の掘進に伴い軸流ファンを増設する場合の軸流ファン間隔は，100ｍ以上

を標準とする。 

(２) 切羽からの控え長さは 40ｍを標準とする。 

 

４－５－６ 送気管 

(１) 送気管材料は，つる巻鋼管 φ150 ㎜を標準とする。 

(２) 坑外送気管敷設・撤去歩掛は，次表とする。 

 

表４．44 坑外送気管敷設・撤去歩掛         (ｍ) 

名  称 単 位 敷 設 撤 去 

配 管 工 人 0.05 0.03 

(注) 坑内の敷設・撤去労務は，掘削労務に含む。 

 

４－５－７ 仮設備保守 

仮設備保守は，次の坑外設備の保守管理を行うものとし，歩掛は次表を標準とする。 

① 電力設備 ② 吹付プラント設備 ③ 換気設備 ④ 給排水設備等（濁水処理設備を除く） 

 

表４．45 仮設備保守歩掛             (１箇月当り) 

名  称 単 位 数  量 摘  要 

普 通 作 業 員 人 40.8  

設 備 機 械 工 〃 40.8  

電 工 〃 40.8  

(注)１．坑内作業において，掘削作業～支保工作業は２方，支保作業後は１方を標準とする。 

２．坑内作業において，支保工作業後は，上表の数量の１／２とする。 

３．吹付プラント設備は，コンクリートプラントの練混ぜ方式（一括または分割）に関わら

ず適用できる。 
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(19) 仮設備保守費１箇月当り単価表 

施工歩掛コード WB450250・WB450251 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

普 通 作 業 員  人  表 4.45 

設 備 機 械 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(20) 軸流ファン運転１式当り単価表 

施工歩掛コード WB450270 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

電 力 料  kWh   

軸 流 フ ァ ン 損 料  日   

風 管  ｍ   

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(21) 給水設備運転１日当り単価表 

施工歩掛コード WB451170 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

電 力 料  kWh   

小型多段遠心ポンプ 片吸込・モータ駆動型 

口径 65mm 段数 4 全揚程 45m 

台・日 1 表 3.5 

水 槽 鋼板製簡易水槽 5 ㎥ 供用日 1.4 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(22) 排水設備運転１日当り単価表 

施工歩掛コード WB451180 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

電 力 料  kWh   

工事用水中モータポンプ 普通型（潜水ポンプ） 

口径 50mm 全揚程 20m 

台・日 3 表 3.6 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 (23) 吹付プラント設備運転１日当り単価表 

名   称 規   格 単位 数 量 摘 要 

電 力 料  kWh   

コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト (バッチ型・定置式)25 ㎥／ｈ 供用日  表 3.4 

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ排出能力 20ｔ/h 〃   〃 

骨 材 ホ ッ パ 15 ㎥×3 〃   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 （注）コンクリートプラント損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 
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(19) 仮設備保守費１箇月当り単価表 

施工歩掛コード WB450250・WB450251 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

普 通 作 業 員  人  表 4.45 

設 備 機 械 工  〃  〃 

電 工  〃  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(20) 軸流ファン運転１式当り単価表 

施工歩掛コード WB450270 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

電 力 料  kWh   

軸 流 フ ァ ン 損 料  日   

風 管  ｍ   

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(21) 給水設備運転１日当り単価表 

施工歩掛コード WB451170 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

電 力 料  kWh   

小型多段遠心ポンプ 片吸込・モータ駆動型 

口径 65mm 段数 4 全揚程 45m 

台・日 1 表 3.5 

水 槽 鋼板製簡易水槽 5 ㎥ 供用日 1.4 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(22) 排水設備運転１日当り単価表 

施工歩掛コード WB451180 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

電 力 料  kWh   

工事用水中モータポンプ 普通型（潜水ポンプ） 

口径 50mm 全揚程 20m 

台・日 3 表 3.6 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 (23) 吹付プラント設備運転１日当り単価表 

名   称 規   格 単位 数 量 摘 要 

電 力 料  kWh   

コ ン ク リ ー ト プ ラ ン ト (バッチ型・定置式)25 ㎥／ｈ 供用日  表 3.4 

セ メ ン ト サ イ ロ 〔鋼製溶接構造〕容量 30ｔ排出能力 20ｔ/h 〃   〃 

骨 材 ホ ッ パ 15 ㎥×3 〃   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 （注）コンクリートプラント損料は，練混ぜ方式（一括または分割）に対応したものを選定すること。 
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(24) 機械運転単価表 

 

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

ド リ ル ジ ャ ン ボ 

トンネル工事用ホイール式・排出ガ

ス対策型（第１次基準値） 

2 ブーム・1 バスケット ドリフタ

質量 150 ㎏級 

機－25 
燃料消費量 →201 

機械損料数量→1.40 

大 型 ブ レ ー カ 

（ベースマシン含む） 

トンネル工事用排出ガス対策型 

（第 1 次基準値）油圧式 600～800

㎏級 ベースマシン 12t 級 

機－12 
燃料消費量 →20 

機械損料数量→1.00 

ホ イ ー ル ロ ー ダ 

トンネル専用機サイドダンプ式・排

出ガス対策型（第 1次基準値） 山

積 2.3 ㎥ 

機－24 

燃料消費量 →68 

機械損料数量→1.40 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 
トンネル工事用オンロード型 

10ｔ積 
機－32 

燃料消費量 →111 

タイヤの損耗費も計上 

コンクリート吹付機 

トンネル工事用 湿式吹付・R一体・

排出ガス対策型（第１次基準値）吐

出量6～20㎥級・吹付範囲半径7ｍ級 

機－25 
燃料消費量 →63 

機械損料数量→1.40 

集 塵 機 定格風量○○○㎥/min 級 機－14 燃料消費量 →必要分計上する 

吹 付 プ ラ ン ト 設 備 
(バッチ型・定置式)25 ㎥／ｈ（一括

練混ぜ） 
機－25 

燃料消費量 →19 

機械損料数量→1.40 

吹 付 プ ラ ン ト 設 備 
(バッチ型・定置式)25 ㎥／ｈ（分割

練混ぜ） 
機－25 

燃料消費量 →14 

機械損料数量→1.40 

コンクリートポンプ車 配管式圧送能力 55㎥／ｈ 機－24 
燃料消費量 →52 

機械損料数量→1.40 
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② 551② 551 Ⅳ−5−③−1 ②  551②  551 Ⅳ−5−③−1

② 551② 551 Ⅳ−5−③−1 ②  551②  551 Ⅳ−5−③−1 ② 551② 551 Ⅳ−5−③−1 ②  551②  551 Ⅳ−5−③−1

② 551② 551 Ⅳ−5−③−1 ②  551②  551 Ⅳ−5−③−1

　また，発泡ウレタン（40倍）を使用する場合，以下の条件は適用範囲外とする。

　・要求圧縮強度が1N/mm2以上の場合

　 （１）エアモルタル，可塑性エアモルタルの施工フローは，下記を標準とする。

　 （２）発泡ウレタン（40倍）の施工フローは，下記を標準とする。

２

準

備

片

付

け

②  553



② 552② 552 Ⅳ−5−③−2 ②  552②  552 Ⅳ−5−③−2

② 551② 551 Ⅳ−5−③−1 ②  551②  551 Ⅳ−5−③−1

② 552② 552 Ⅳ−5−③−2 ②  552②  552 Ⅳ−5−③−2

②  554



② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3

② 552② 552 Ⅳ−5−③−2 ②  552②  552 Ⅳ−5−③−2

② 552② 552 Ⅳ−5−③−2 ②  552②  552 Ⅳ−5−③−2

３－１　機種の選定

　　　注入工の発泡ウレタン（40倍）（既設トンネル）に使用する機械・規格は次表を標準とする。

　 （注）トラックは，賃料とする。

機 械 名 規　　格 単位 数量 作業種別 摘　　要

トラック

（クレーン装置付）

ベーストラック 4t級

吊能力 2.9t
台 １ 注入

発泡ウレタン（40倍）

道路トンネル（既設）

表３． 1　機種の選定

２

３

２

３

発泡ウレタン（40倍）

（ 既 設 ト ン ネ ル ）
1 13

発泡ウレタン（40倍）（既設トンネル） 〃 34

　　　　　 （注）１．発泡ウレタン（40倍）（既設トンネル）の数量は，材料発泡後の数量とする。

（人／日）

②  555



② 554② 554 Ⅳ−5−③−4 ②  554②  554 Ⅳ−5−③−4

② 552② 552 Ⅳ−5−③−2 ②  552②  552 Ⅳ−5−③−2

② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3

② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3

３－４　諸雑費

　 （１）エアモルタル，可塑性エアモルタル

　 （２）発泡ウレタン（４０倍）

　　　�　諸雑費は，注入機，コンプレッサ，電力等に関する経費の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じ

た金額を上限として計上する。

表３．５　諸雑費率 （％）

種　　別

道路トンネル

発泡ウレタン（４０倍）

（既設トンネル）

諸雑費率 28

表３．６　ロス率（Ｋ）

表３．７　標準密度

注 入 材 料 エアモルタル 可塑性エアモルタル 発泡ウレタン（40倍）

ロ ス 率 ＋0.02 ＋0.02 ＋0.03

注 入 材 料 発泡ウレタン（40倍）

標準密度（㎏/㎥） 30

３－５　注入量

　 （１）エアモルタル，可塑性エアモルタルの注入量は，次式による。

　 （２）発泡ウレタンの注入量（発泡前材料）は，次式による。

１．発泡ウレタンはロス率を考慮するため発泡前注入量（㎏）にて計算する。

２．Ｂ（設計量）は，設計空洞量（㎥）×標準密度（㎏/㎥）の数量をいう。

３．Ｋ（ロス率）は，注入ホース・材料缶の余り量等による係数である。

㎏

㎏

㎏

……式３．１

……式３．２

４
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② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3

② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3 ② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3

② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3 ② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3

３－６　消耗材料費

　　　�　エアモルタル，可塑性エアモルタル使用時における消耗材料である注入ホース，圧送ホース，サクション

ホース，ミキシングユニット等の費用は，次式を標準とする。

　　　�　発泡ウレタン使用時における消耗材料である注入ホース，ミキシングユニット，ホースバンド，洗浄液等

の注入１㎥当りの損耗材料費は表３．９を標準とする。

４－１　機種の選定

　　　　注入工で発泡ウレタン（４０倍）を使用した目詰工に使用する機械・規格は次表を標準とする。

8

8

８

表３．９　消耗材料費（発泡ウレタン（40倍））

種　　別 消耗材料費（円／㎥）

道路トンネル 既設トンネル・発泡ウレタン（40倍） 1,389

　 （注）トラックは，賃料とする。

機 械 名 規　　格 単位 数量 作業種別 摘　　要

トラック

（クレーン装置付）

ベーストラック 4t級

吊能力 2.9t
台 １ 注入

発泡ウレタン（40倍）

（プラグ）・（エポキシ樹脂）

表４． 1　機種の選定

種　　別 土木一般世話役 特殊作業員 普通作業員

エ ア モ ル タ ル

可 塑 性 エ ア モ ル タ ル
1 3 2

発泡ウレタン（4 0倍）

　 （ プ ラ グ ） 　
1 1 1

発泡ウレタン（4 0倍）

　（エポキシ樹脂）　
1 2 1

表４．２　日当り編成人員 （人／日）

２

７

Ⅳ－5－③－5 ②  557



② 554② 554 Ⅳ−5−③−4 ②  554②  554 Ⅳ−5−③−4

② 554② 554 Ⅳ−5−③−4 ②  554②  554 Ⅳ−5−③−4

② 553② 553 Ⅳ−5−③−3 ②  553②  553 Ⅳ−5−③−3

作業区分 単　　位 数　　量

注入孔目詰

エアモルタル

可塑性エアモルタル

孔 36

注入孔目詰

発泡ウレタン（40倍）

（プラグ）

〃 82

注入孔目詰

発泡ウレタン（40倍）

（エポキシ樹脂）

〃 41

表４．３　日当り施工量（D）

３

４－４　目詰材料費

　 （１）　無収縮モルタルの目詰材料費は，必要量計上する。

　 （２）　発泡ウレタン（40倍）目詰作業における１孔当りの目詰材料費は，次表を標準とする。

表４．４　目詰材料費（発泡ウレタン（40倍））

種　　別 目詰材料費（円／孔）

プラグ 既設トンネル・発泡ウレタン（40倍） 667

エポキシ樹脂 既設トンネル・発泡ウレタン（40倍） 590

 （１）　エアモルタル，可塑性エアモルタルの作業用足場は，次表を標準とする。

 （２）　発泡ウレタン（40倍）の作業用足場は，次表を標準とする。

２

 ［トラック架装・伸

縮ブーム・プラット

フォーム型］

作業床高 9.9m・

積載荷重 1,000㎏

注入・

注入確認

・目詰

（既設）

Ⅳ－5－③－6②  558



② 555② 555 Ⅳ−5−③−5 ②  555②  555 Ⅳ−5−③−5

② 555② 555 Ⅳ−5−③−5 ②  555②  555 Ⅳ−5−③−5

 （１）　エアモルタル，可塑性エアモルタルによる注入10㎥当り単価表

2

8

4

式 3.1，表 3.6

1×10／Ｄ

3×10／Ｄ

1×10／Ｄ

10／Ｄ

10／Ｄ

30×（1＋Ｋ）×10㎏

日

日

標準密度（30㎏/㎥）

式 3.2，表 3.7

注入材料は発泡前数

量にて計算

表 3.1，表 3.3

機械賃料

表 3.3，表 5.2

機械賃料

必要に応じ計上

クレーン装置付・ベーストラック 4ｔ級

吊能力 2.9ｔ

 [トラック架装・伸縮ブーム・プラッ

トフォーム型］

作業床高 9.9m・

積載荷重 1,000㎏

Ｄ：日当り施工量（㎥）

　（注）１．注入材料を（m3）に換算する際は，標準密度を用いる。

ト ラ ッ ク 運 転

2

9

5

3

表3.3，表5.1機械賃料

3

 （２）　発泡ウレタン（40倍）による注入10㎥当り単価表

消 耗 材 料 費

消 耗 材 料 費

10×（1＋Ｋ）

Ⅳ－5－③－7 ②  559



名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 1×10／Ｄ 表 4.2，表 4.3

特 殊 作 業 員 〃 3×10／Ｄ 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 2×10／Ｄ 　　 〃

高 所 作 業 車 運 転
自走式リフト（ホイール）・垂直型

作業床高さ 8～9ｍ
日 10／Ｄ

表4.3，表5.1機械賃料

必要に応じ計上

目 詰 材 料 費 無収縮モルタル ㎥ Ｖ×10 必要量計上

諸 雑 費 式 1

計

　（注）Ｄ：日当り施工量（孔）

　　　 Ｖ：１孔当り数量

 （３）　注入工にエアモルタル，可塑性エアモルタル使用時の目詰10孔当り単価表

名　　　称 規　　　格 単位 数　　量 摘　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 Ｍ×10／Ｄ 表 4.2，表 4.3

特 殊 作 業 員 〃 Ｍ×10／Ｄ 　　 〃

普 通 作 業 員 〃 Ｍ×10／Ｄ 　　 〃

ト ラ ッ ク 運 転
クレーン装置付・ベーストラック 4t級

吊能力 2.9t
日 10／Ｄ

表 4.1，表 4.3

機械賃料

高 所 作 業 車 運 転

 [トラック架装・伸縮ブーム・プラッ

トフォーム型］

作業床高 9.9m・

積載荷重 1,000㎏

〃 10／Ｄ

表 4.3，表 5.2

機械賃料

必要に応じ計上

目 詰 材 料 費 プラグ 孔 10 表 4.4

目 詰 材 料 費 エポキシ樹脂 〃 10 　　 〃

諸 雑 費 式 1

計

　（注）Ｍ：編成人員（人）

　　　 Ｄ：日当り施工量（孔）

 （４）　注入工に発泡ウレタン（40倍）使用時の目詰10孔当り単価表

 （５）　機械運転単価表

機　械　名 規　　　格 適用単価表 指　定　事　項

ト ラ ッ ク 運 転
クレーン装置付・ベーストラック 4t級

吊能力 2.9t
機－28

運転労務数量→1.00

燃 料 消 費 量→33　機

機械賃料数量→1.49

高 所 作 業 車

自走式リフト（ホイール）・垂直型

作業床高さ 8～9ｍ
機－16

燃 料 消 費 量→11

機械賃料数量→1.33

自走式リフト（ホイール）・ブーム型

作業床高さ 8～9ｍ
機－16

燃 料 消 費 量→2

機械賃料数量→1.33

 [トラック架装・伸縮ブーム・プラッ

トフォーム型］

作業床高 9.9m・

積載荷重 1,000㎏

機－29

運転労務数量→1.00

燃 料 消 費 量→25　機

機械賃料数量→1.41
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② 557② 557 Ⅳ−6−①−

第 6 章　　道路除雪工

① 道路除雪工 ･････････････････････ Ⅳ- 6 - ① -  1

1 　適用範囲 ･････････････････････ Ⅳ- 6 - ① -  1

2 　工種区分 ･････････････････････ Ⅳ- 6 - ① -  1

3 　機種の選定 ･･･････････････････ Ⅳ- 6 - ① -  2

4 　除雪作業量 ･･･････････････････ Ⅳ- 6 - ① -  3

5 　運転労務 ･････････････････････ Ⅳ- 6 - ① -  4

6 　雪道巡回工 ･････････････････ 　Ⅳ- 6 - ① -  8

7 　待 機 費 ･････････････････････ Ⅳ- 6 - ① -  9

8 　道路除雪工の待機補償費計算参考例

 ････････････････････････････ Ⅳ- 6 - ① -11

9 　単 価 表 ･････････････････････ Ⅳ- 6 - ① -12
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②  558②  558 Ⅳ−6−①−②  562



② 559② 559 Ⅳ−6−①−1 ②  559②  559 Ⅳ−6−①−1 ②  563



② 560② 560 Ⅳ−6−①−2 ②  560②  560 Ⅳ−6−①−2②  564



② 561② 561 Ⅳ−6−①−3 ②  561②  561 Ⅳ−6−①−3 ②  565



② 562② 562 Ⅳ−6−①−4 ②  562②  562 Ⅳ−6−①−4

4

4

5

6

②  566



② 563② 563 Ⅳ−6−①−5 ②  563②  563 Ⅳ−6−①−5

　 運搬除雪においては，積込機械１台に対して，積込補助作業員として３人を計上する。なお，状況に応じ

て員数を適宜増減させてもよい。また，除雪機械の誘導等の交通管理を行う場合、交通誘導警備員を必要に

応じて別途計上する。

②  567



② 564② 564 Ⅳ−6−①−6 ②  564②  564 Ⅳ−6−①−6

② 564② 564 Ⅳ−6−①−6 ②  564②  564 Ⅳ−6−①−6

1.25α

　 （1.0 × 8h ＋ 0.25 α × 6h）×１／８＝ （8.0＋1.5 α）×１／８

②  568



② 565② 565 Ⅳ−6−①−7 ②  565②  565 Ⅳ−6−①−7
② 565② 565 Ⅳ−6−①−7 ②  565②  565 Ⅳ−6−①−7

　 （1.0 × 8h ＋ 0.25 α × 6h）×１／８＝ （8.0＋1.5 α）×１／８

上）

②  569



② 566② 566 Ⅳ−6−①−8 ②  566②  566 Ⅳ−6−①−8②  570



② 567② 567 Ⅳ−6−①−9 ②  567②  567 Ⅳ−6−①−9
② 567② 567 Ⅳ−6−①−9 ②  567②  567 Ⅳ−6−①−9

（1.0 × 8h ＋ 0.25 α × 6h）×１／８＝（8.0＋1.5 α）×１／８

②  571



② 568② 568 Ⅳ−6−①−10 ②  568②  568 Ⅳ−6−①−10
② 568② 568 Ⅳ−6−①−10 ②  568②  568 Ⅳ−6−①−10

（1.0 × 8h ＋ 0.25 α × 6h）×１／８＝ （8.0＋1.5 α）×１／８

②  572



② 569② 569 Ⅳ−6−①−11 ②  569②  569 Ⅳ−6−①−11

２　除雪待機，除雪作業集計表の作成例

②  573



② 570② 570 Ⅳ−6−①−12 ②  570②  570 Ⅳ−6−①−12②  574



② 571② 571 Ⅳ−6−①−13 ②  571②  571 Ⅳ−6−①−13 ②  575



② 572② 572 Ⅳ−6−①−14 ②  572②  572 Ⅳ−6−①−14②  576



② 573② 573 Ⅳ−6−①−15 ②  573②  573 Ⅳ−6−①−15 ②  577



②  574②  574 Ⅳ−6−①−16 ②  574②  574 Ⅳ−6−①−16②  578



② 575② 575 Ⅳ−6−①−17 ②  575②  575 Ⅳ−6−①−17 ②  579



②  576②  576 Ⅳ−6−①−18 ② 576② 576 Ⅳ−6−①−18 ② 576② 576 Ⅳ−6−①−18 ② 576② 576 Ⅳ−6−①−18②  580
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